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対 人 ･ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任
日 野 一 成
■ ア ブ ス ト ラ ク ト
自 動 車 保 険 に お け る 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 の 所 在 に つ い て 、 傷 害 保
険 や 物 保 険 （ 火 災 保 険 や 車 両 保 険 な ど ） に 関 す る 一 連 の 蛾 高 裁 判 決 の 結 果 、
一 定 の 法 解 釈 が 形 成 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 4 つ の 傷 害 保 険
( 人 身 傷 害 保 険 、 自 損 事 故 保 険 、 無 保 険 車 傷 害 保 険 、 搭 乗 者 傷 害 保 険 ） の 保
険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 は 被 保 険 者 が 負 い 、 車 両 保 険 に つ い て は 保 険 者 が
負 う と い う こ と で あ る 。
こ の 問 題 に 関 す る 訴 訟 は 、 被 保 険 者 に よ る 故 意 招 致 事 故 が 高 度 に 疑 わ れ た
事 案 に お い て 、 訴 訟 外 で 保 険 者 に よ る 免 責 主 張 が 行 わ れ 、 被 保 険 者 が そ れ を
不 服 と し て 保 険 金 請 求 訴 訟 を 提 起 し 争 わ れ た も の で あ る 。 実 際 の 訴 訟 で は 、
保 険 者 が 被 保 険 者 の 故 意 招 致 免 責 の 明 確 な 立 証 が 困 難 で あ る こ と か ら 、 保 険
者 が 保 険 事 故 の 支 払 要 件 の 中 で 、 被 保 険 者 が 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を
負 う と 主 張 し た こ と で 、 立 証 責 任 の 所 在 を 巡 り 、 争 わ れ た も の で あ る 。
し た が っ て 、 本 問 題 は 被 保 険 者 の モ ラ ル リ ス ク を 排 除 す る 上 で の 訴 訟 上 の
法 技 術 の 問 題 で あ る と 考 え ら れ 、 実 際 の 保 険 実 務 で は 、 保 険 者 が 被 保 険 者 の
故 意 招 致 の 立 証 を 通 じ て 、 免 責 主 張 が 行 わ れ る も の と 考 え ら れ る が 、 そ れ が
訴 訟 に な っ た 場 合 の 対 応 と し て は 、 押 さ え て お く 必 要 が あ る 命 題 で あ る 。
そ こ で 本 稿 で は 、 自 動 車 保 険 に お い て 、 残 る 問 題 と し て 、 こ れ ま で ほ と ん
ど 取 り 扱 わ れ て い な い 、 対 人 賠 償 責 任 保 険 及 び 対 物 賠 償 責 任 保 険 に 係 る 事 故
の 偶 然 性 の 立 証 責 任 に つ い て 、 物 保 険 に お け る 一 般 的 法 解 釈 ( 保 険 者 が 負 う ）
が 両 賠 償 責 任 保 険 に 射 程 す る の か と い う 命 題 に つ い て 考 察 す る も の で あ る 。
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モ ラ ル リ ス ク 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 、 偶 然 性 の 立 証 責 任
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1 ． は じ め に （ 問 題 の 所 在 ）
保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 巡 る 訴 訟 ' と し て 、 傷 害 保 険 に 関 し て は 、
平 成 1 3 年 4 月 に 2 つ の 最 高 裁 判 決 （ 以 下 、「 最 判 」 と い う ） が 出 さ れ 2 ， 事 故
！ 「 立 証 責 任 」 に つ い て は 、 司 法 研 修 所 編 「 増 補 民 事 訴 訟 に お け る 要 件 事 実 第 一 巻 」 （ 法
曹 会 、 2 ㈹ 4 年 ） 5 頁 参 照 。 西 嶋 梅 治 「 火 災 保 険 金 請 求 訴 訟 と 立 証 責 任 一 最 判 平 1 6 ･1 2 ･
1 3 の 問 題 点 ､ 放 火 が 火 災 発 生 の 最 大 原 因 だ － ｣ 損 害 保 険 研 究 6 7 巻 3 号 4 1 頁 参 照 。 西 嶋 は 、
裁 判 官 に つ い て 、 野 球 審 判 員 や サ ッ カ ー レ フ リ ー 、 大 相 撲 行 司 の 試 合 や 取 組 に 対 す る
役 割 に 例 え 、 司 法 も 裁 判 官 の 磨 き ぬ か れ た 事 実 認 定 能 力 に 対 す る 信 頼 を 前 提 に 進 行 す
る も の で あ る か ら 、 白 か 黒 か ど ち ら か の 判 定 に よ る べ き で あ っ て 、 立 証 責 任 に よ る 解
決 は ご く ご く 例 外 の ケ ー ス で 採 用 さ れ る べ き と す る 。 藤 田 哲 「 車 両 保 険 金 請 求 事 件 の
立 証 資 任 と 立 証 方 法 」 法 政 論 集 2 2 7 号 1 0 4 頁 参 照 。 藤 田 は 、「 裁 判 所 の 合 理 的 な 事 実 認 定
に よ る 合 理 的 な 判 断 」 に つ い て 、 実 際 の 訴 訟 に お い て は 、 単 な る 主 張 立 証 責 任 の 点 だ
け か ら 勝 敗 を 決 定 す る こ と は そ れ ほ ど 多 く は な く 、 裁 判 官 の 多 く は 、 「 事 故 の 偶 発 性 」
や 「 被 保 険 者 の 故 意 」 に つ い て 穂 極 的 に 事 実 認 定 し て 勝 敗 を 決 め て い る と 思 わ れ る と
し て い る 。
2 自 殺 か 事 故 か に つ い て 争 わ れ た 死 亡 保 険 金 請 求 事 件 に お い て 、 普 通 傷 害 保 険 契 約 に 関
し て 競 判 平 成 1 3 年 4 月 2 0 日 判 時 l 7 5 1 号 1 7 1 頁 、 生 命 保 険 の 災 害 割 増 特 約 に 関 し て 、 最 判
平 成 1 3 年 4 月 2 0 日 民 集 5 5 巻 3 号 6 8 2 頁 参 照 。 両 判 決 に は 亀 山 継 夫 裁 判 官 の 次 の 補 足 意 見
が 付 さ れ て い る 。 「 本 件 約 款 の 合 理 的 解 釈 と し て は 、 法 廷 意 見 の い う と お り 、 保 険 金 請
求 者 の 側 に お い て 偶 発 的 な 事 故 で あ る こ と の 主 張 立 証 責 任 を 負 う べ き も の と 解 す る の
が 相 当 で あ る 。 し か し な が ら 、 本 件 約 款 が 、 保 険 契 約 と 保 険 事 故 一 般 に 関 す る 知 識 と
経 験 に お い て 圧 倒 的 に 優 位 に 立 つ 保 険 者 側 に お い て 一 方 的 に 作 成 さ れ た 上 、 保 険 契 約
者 側 に 提 供 さ れ る 性 質 の も の で あ る こ と を 考 え る と 、 約 款 の 解 釈 に 疑 義 が あ る 場 合 に
は 、 作 成 者 の 賀 任 を 重 視 し て 解 釈 す る 方 が 当 事 者 間 の 衡 平 に 資 す る と の 考 え も あ り 得
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 5 7
の 偶 然 性 の 立 証 責 任 に つ い て は 被 保 険 者 が 負 う と 判 示 さ れ た 。 と こ ろ が 、 そ
の 後 、 平 成 1 6 年 1 2 月 に 出 さ れ た 火 災 保 険 事 案 の 最 判 3 を 皮 切 り に 4 ， 平 成 1 8 年
6 月 の 2 つ の 車 両 保 険 事 案 5 ， 同 年 9 月 の テ ナ ン ト 総 合 保 険 （ 火 災 ） 事 案 6 の
最 判 で は 、 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 に つ い て 保 険 者 が 負 う と 判 示 さ れ て
い る 。
さ ら に 、 平 成 1 9 年 4 月 に は 、 車 両 保 険 に お い て 、 車 両 盗 難 に 関 す る 3 つ の
最 判 7 が だ さ れ 、 車 両 盗 難 に つ い て は 、 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保
よ う 。 そ し て 、 か ね て か ら 本 件 の よ う に 被 保 険 者 の 死 亡 が 自 殺 に よ る も の か 否 か が 不
明 な 場 合 の 主 張 立 証 責 任 の 所 在 に つ い て 判 例 学 説 上 解 釈 が 分 か れ 、 そ の た め 紛 争 を 生
じ て い る こ と は 、 保 険 者 側 は 十 分 認 識 し て い た は ず で あ り 、 保 険 者 側 に お い て 、 疑 義
の な い よ う な 条 項 を 作 成 し 、 保 険 契 約 者 側 に 提 供 す る こ と は 決 し て 困 難 な こ と と は 考
え ら れ な い の で あ る か ら 、 一 般 人 の 誤 解 を 招 き や す い 約 款 規 定 を そ の ま ま 放 置 し て き
た 点 は 問 題 で あ る と い う べ き で あ る 。 も ち ろ ん 、 こ の よ う な 約 款 が こ れ ま で 使 用 さ れ
て き た 背 景 に は 、 解 釈 上 の 疑 義 が 明 確 に 解 消 さ れ な い た め 、 か え っ て 改 正 が 困 難 で あ っ
た と い う 事 情 が あ る の か も し れ な い が 、 本 判 決 に よ っ て 疑 義 が 解 消 さ れ た 後 も な お こ
の よ う な 状 況 が 改 善 さ れ な い と す れ ば 、 法 廷 意 見 の 法 理 を 適 用 す る こ と が 信 義 則 な い
し 当 事 者 間 の 衡 平 の 理 念 に 照 ら し て 適 切 を 欠 く と 判 断 す べ き 場 合 も 出 て く る と 考 え る
も の で あ る ｣ 。
3 般 判 平 成 1 6 年 1 2 月 1 3 日 民 集 5 8 巻 9 号 2 4 1 9 頁 参 照 。
4 西 鴫 前 掲 注 l ･ 2 頁 参 照 。 西 嶋 は こ の 判 例 変 更 に つ い て 次 の よ う に 指 摘 す る 。 最 判 平 成
l 3 年 の 判 示 に よ り 、 下 級 審 が こ の 最 判 の 理 論 を 巡 り 、 そ の 射 程 を 他 の 損 害 保 険 種 目 へ
拡 大 運 用 し た り 、 否 定 し た り 、 鋭 く 対 立 し て 収 拾 が つ か な く な り つ つ あ る 法 状 況 を 一
掃 す る こ と を 狙 っ た も の で あ り 、 他 種 目 拡 大 の 下 級 審 判 例 の 流 れ を 塞 ぎ と め る 荒 業 を
用 い た も の だ と し て い る 。 ま た 、 大 阪 民 事 実 務 研 究 会 「 保 険 金 請 求 訴 訟 」 判 タ 1 1 6 1 号
を 引 用 し て 、 こ の 背 景 に つ い て 、 平 成 1 5 年 の 民 訴 法 改 正 に よ る 訴 訟 促 進 、 事 案 の 迅 速
な 解 決 の た め の 計 画 審 理 の 実 現 が 裁 判 官 に 対 す る 至 上 命 令 で あ っ た と し 、 と り わ け 不
正 請 求 争 点 事 案 に お け る 保 険 会 社 側 の 訴 訟 遅 延 を 招 く 、 訴 訟 戦 術 を 制 限 し て 計 画 審 理
へ の 最 大 限 の 協 力 を 求 め る た め の 強 力 な 手 掛 か り を め ざ し て い た も の と し て い る 。
5 車 両 水 没 事 故 事 案 に 関 し て 最 判 平 成 1 8 年 6 月 1 日 民 集 6 0 巻 5 号 1 8 8 7 頁 、 車 両 引 っ か き
傷 事 案 に 関 し て 鍛 判 平 成 1 8 年 6 月 6 日 判 時 1 9 4 3 号 l l 頁 参 照 。
6 最 判 平 成 1 8 年 9 月 l 4 日 判 時 l 9 4 8 号 1 6 4 頁 参 照 。
7 車 両 盗 難 事 案 に 関 し て 、 最 三 判 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 民 集 6 1 巻 3 号 1 0 2 6 頁 （ ト ヨ タ セ ル シ
オ ) 、 第 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 自 保 ジ 1 6 8 6 号 1 3 頁 （ 三 菱 パ ジ エ ロ ) 、 最 一 判 平 成 1 9 年 4
月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 1 0 6 頁 （ メ ル セ デ ス ベ ン ツ ・ト ヨ タ ク ラ ウ ン ） 参 照 。
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険 者 が 負 わ な い も の の 、 車 両 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 を そ れ が 合 理 的 な 疑 い を
超 え る 程 度 ま で 立 証 し な け れ ば な ら な い と 判 示 さ れ て い る 8 ．
こ れ ら の 最 判 の 状 況 や 保 険 法 の 施 行 に よ り 、 傷 害 保 険 に つ い て は 、 今 後 、
判 例 変 更 の 可 能 性 は あ る も の の 、 既 に 決 着 済 み と の 見 解 も 有 力 で あ り 9 ， 現 時
点 に お い て 本 問 題 に つ い て は 、 一 定 の 決 着 が な さ れ た も の と 考 え ら れ る ' 0 ．
し た が っ て 、 自 動 車 保 険 に 関 し て 、 傷 害 保 険 （ 人 身 傷 害 保 険 、 自 損 事 故 保
険 、 無 保 険 車 傷 害 保 険 、 搭 乗 者 傷 害 保 険 ） や 車 両 保 険 に 関 し て は 、 最 判 に よ
り 、 保 険 事 故 の 立 証 責 任 の 分 配 に つ い て 、 一 定 の 法 解 釈 が 形 成 さ れ た と 考 え
て 良 さ そ う で あ る ' ' 。
そ も そ も 、 こ の 問 題 は 保 険 法 施 行 後 に お い て 、 被 保 険 者 に よ る 故 意 招 致 事
故 が 疑 わ れ 、 そ の 真 偽 が 判 然 と し な い 場 合 に 、 保 険 者 お よ び 被 保 険 者 の い ず
れ が そ の 不 利 益 を 負 担 す べ き か と い う 問 題 で あ り 、 保 険 者 が 負 っ て い る 所 謂
モ ラ ル リ ス ク ' 2 ( 以 下 、 「 モ ラ ル リ ス ク 」 と い う ） の 排 除 と い う 社 会 的 使 命 や
保 険 契 約 者 相 互 の 危 険 分 散 と い う 保 険 制 度 の 根 幹 に 係 る 重 要 な 問 題 で あ
る 1 3 。
周 藤 田 前 掲 注 l ･ 8 9 頁 参 照 。 藤 n l に よ れ ば 、I I [ i i i ' j 保 険 に | 卿 す る 5 つ の 溌 判 の う ち 、 差 戻
審 で 4 件 が 和 解 で 終 了 と な り 、 1 件 （ メ ル セ デ ス ベ ン ツ ・ ト ヨ タ ク ラ ウ ン 盗 難 ） の み
が 高 裁 で 判 断 （ 東 京 高 判 平 成 2 0 年 1 月 3 0 H 判 例 集 米 搭 赦 ） が な さ れ た と の こ と で あ る 。
9 佐 野 誠 「 新 ・ 保 険 法 に お け る 傷 害 保 険 約 款 規 定 」 生 命 保 険 論 集 1 6 6 号 2 頁 参 照 。 佐 野 は 、
本 最 判 の 判 断 理 I I I は モ ラ ル リ ス ク 対 策 で あ り 、 そ の 判 断 構 造 か ら す れ ば 、 保 険 法 に お
い て 、 傷 害 疾 病 保 険 契 約 の み を 規 定 さ れ た だ け で あ り 、 雌 商 裁 の 判 断 が 変 更 さ れ る こ
と は 考 え に く い と し て い る 。
1 0 豊 浦 伸 隆 「 保 険 金 請 求 事 件 に お け る 故 意 等 の 立 証 i ' 『 任 に 関 す る 妓 商 裁 判 例 の 系 譜 一 車
両 盗 難 に 関 す る 最 商 裁 平 成 l 9 年 4 月 1 7 日 及 び 同 4 月 2 3 H 判 決 の 位 俄 づ け に つ い て 」 判
タ 1 2 4 8 号 6 2 頁 参 照 。 山 野 喜 朗 「 自 動 車 保 険 に お け る 保 険 邪 故 の 立 証 黄 任 」 日 弁 連 交 通
事 故 相 談 セ ン タ ー 編 「 交 通 事 故 賠 俄 の 新 次 元 」 （ 判 例 タ イ ム ズ 社 、 2 0 0 7 年 ） 3 0 6 頁 参 照 。
' 1 山 野 前 掲 注 l O 参 照 。
' 2 1 1 1 下 友 信 「 保 険 法 」（ 有 斐 閣 、 2 0 1 0 年 ) 6 5 頁 参 照 。 本 稿 で い う モ ラ ル リ ス ク は 、 狭 義 の
モ ラ ル ハ ザ ー ド を さ し 、 「 人 が 制 度 を 不 正 に 利 ﾊ l す る 危 険 」 の こ と で あ る 。
' : ‘ 鹸 判 平 成 1 3 年 4 月 2 0 日 判 時 1 7 5 1 号 1 7 1 頁 の 判 決 内 容 で 、「 本 件 各 約 款 中 の 死 亡 保 険 金 の
支 払 事 由 は 、 急 激 か つ 偶 然 な 外 来 の 事 故 と さ れ て い る の で あ る か ら 、 発 生 し た 事 故 が
偶 然 な 事 故 で あ る こ と が 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 で あ る と い う べ き で あ る の み な ら ず 、
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そ こ で 、 本 稿 で は 、 自 動 車 保 険 の う ち 、 も っ と も 大 掛 か り な モ ラ ル リ ス ク
に 発 展 し や す い が 、 こ れ ま で ほ と ん ど 扱 わ れ て い な い 、 対 人 賠 償 責 任 保 険 お
よ び 対 物 賠 償 責 任 保 険 （ 両 保 険 を 総 称 す る 際 は 、 以 下 、 「 対 人 ・ 対 物 賠 償 責
任 保 険 」 と い う ） に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 に つ い て も 、 損 害 保 険 ( 物
保 険 ） の 一 般 的 法 解 釈 、 す な わ ち 、 「 被 保 険 者 は 負 わ ず 、 保 険 者 が 負 う 」 と
い う 準 則 が 射 程 す る の か と い う 命 題 を 考 察 す る も の で あ る ' 1 。
特 に 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 契 約 は 、 車 両 保 険 や 傷 害 保 険 の よ う に 、 そ
の 契 約 構 造 が 保 険 者 と 被 保 険 者 の 一 面 性 の 関 係 と 相 違 し 、 第 三 者 で あ る 被 害
者 に 保 険 者 に 対 す る 直 接 請 求 権 ' 5 を 認 め 、 保 険 者 、 被 保 険 者 な ら び に 被 害 者
の 三 面 性 の 関 係 と な っ て い る 1 6 o と り わ け 対 人 賠 償 責 任 保 険 は 、 「 被 害 者 保 護 」
を 目 的 す る 自 賠 法 や 自 賠 責 保 険 と 大 き く 関 わ る 保 険 で あ る ' 7 ． ま た 、 対 人 ・
対 物 賠 償 責 任 保 険 の 共 通 事 項 と し て 、 保 険 者 が 被 保 険 者 お よ び 被 害 者 に よ る
故 意 招 致 事 故 を 排 除 し 、 善 良 な 契 約 者 保 護 を 通 じ て 被 害 者 保 護 も 実 現 す べ き
社 会 的 使 命 が あ り 、 そ の 意 味 に お い て 重 要 性 が よ り 高 い 保 険 と い う こ と で あ
そ の よ う に 解 さ な け れ ば 、 保 険 金 の 不 正 諭 求 が 容 易 と な る お そ れ が 増 大 す る 結 果 、 保
険 制 度 の 健 全 性 を 阻 害 し 、 ひ い て は 誠 実 な 保 険 加 入 者 の 利 続 を 損 な う お そ れ が あ る か
ら で あ る 」 と し て 、 モ ラ ル リ ス ク 対 紫 を そ の 大 き な 理 由 と し て い る 。
1 4 対 物 賠 償 責 任 保 険 は 対 人 賠 俄 黄 任 保 険 と l 司 様 の 約 款 櫛 成 で あ I ) 、「 法 律 上 の 賠 償 責 任 」
と い う 観 点 で は 、 対 人 賠 俄 黄 任 保 険 の よ う に 自 賠 法 3 条 の 資 任 を 含 ん で い な い （ 身 体
を 補 完 す る 財 物 損 害 を 除 く ） こ と か ら 、 本 稿 で は 対 人 賎 償 責 任 保 険 を 中 心 に 扱 う こ と
が 多 い 。
' 5 約 款 上 、 書 面 に よ る 合 意 や 訴 訟 上 等 で 確 定 し た 俄 権 に つ い て 、 被 害 者 に よ る 加 害 者 側
加 入 の 保 険 会 社 に 対 す る 直 接 請 求 権 を 認 め て い る 。 I f I 賠 法 l 61 項 の 規 定 は 、 損 害 賠
償 額 の 支 払 請 求 権 で あ り 、 自 賠 黄 の 実 務 上 、 被 悪 者 保 護 の 観 点 か ら 加 害 者 側 に 対 す る
賠 償 横 権 の 確 定 を 待 た ず 、 保 険 金 額 を 限 度 に 被 霄 者 の 保 険 会 社 に 対 す る 直 接 請 求 権 を
認 め て い る 。
1 6 山 下 前 掲 注 1 2 ･ 4 2 5 頁 参 照 。 賠 償 1 ' i 任 保 険 の 保 険 給 付 の 態 様 と し て 、 ① 損 害 て ん 補 給 付
と ② 防 御 給 付 が 認 め ら れ る （ 自 賠 断 保 険 は 被 害 者 保 護 の 観 点 か ら ② は な い ） が 、 ② に
つ い て は 、 被 保 険 者 と 被 害 考 が 共 謀 し た 故 意 招 致 ﾘ 故 の 場 合 は 、 そ の 対 応 上 、 複 雑 性 ・
困 難 性 が 認 め ら れ る 。
' 7 対 人 賠 償 責 任 保 険 は 、 自 賠 黄 保 険 の 「 上 乗 せ 上 枇 み 保 険 」 と 説 明 さ れ 、 示 談 交 渉 サ ー
ビ ス の 観 点 か ら も 任 意 ・ 自 賠 寅 一 括 払 い 制 陛 が 取 り 入 れ ら れ て い る 。
1 6 0 鹿 児 島 経 済 論 集 第 5 9 巻 第 2 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
る 。
ま ず は 、 近 時 の 判 例 に お け る 保 険 事 故 の 立 証 責 任 の 動 向 に つ い て 概 観 す
る 。 そ の 上 で 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 の 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 が 一
般 的 な 物 保 険 （ 火 災 保 険 や 車 両 保 険 、 テ ナ ン ト 総 合 保 険 ） の 最 判 に よ る 準 則
が 射 程 す る の か と い う 命 題 に つ い て 、 故 意 招 致 事 故 を 扱 っ た 下 級 審 裁 判 例 も
参 考 に し て 考 察 し た い 。
2 ． 近 時 の 判 例 に お け る 保 険 事 故 の 立 証 責 任 に つ い て
近 時 の 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 争 点 と す る 多 く の 判 例 が 認 め ら れ る
が 、 本 稿 で は 代 表 的 な 5 つ の 最 判 を 概 観 し た い 。
( 1 ) 最 判 平 成 1 3 年 4 月 2 0 日 判 時 1 7 5 1 号 1 7 1 頁 （ 傷 害 保 険 ）
最 判 平 成 1 3 年 4 月 2 0 日 判 時 1 7 5 1 号 1 7 1 頁 （ 以 下 、「 最 判 平 成 1 3 年 」 と い う ）
は 、 プ レ ハ ブ 防 水 請 負 会 社 の 代 表 者 を 被 保 険 者 と す る 傷 害 保 険 契 約 に 関 す る
死 亡 保 険 金 4 億 5 0 0 0 万 円 （ 4 社 6 契 約 ） の 請 求 事 案 に 対 し 、 自 殺 か 事 故 か に
つ い て 争 わ れ た 死 亡 保 険 金 請 求 事 件 に つ い て 、 「 本 件 各 約 款 に 基 づ き 、 保 険
者 に 対 し て 死 亡 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 者 は 、 発 生 し た 事 故 が 偶 然 な 事 故 で
あ る こ と に つ い て 主 張 、 立 証 す べ き 責 任 を 負 う も の と 解 す る の が 相 当 で あ
る 」 と 判 示 し 、 原 告 （ 被 保 険 者 側 ） の 請 求 を 斥 け た 。
そ の 理 由 と し て 、 「 発 生 し た 事 故 が 偶 然 な 事 故 で あ る こ と が 保 険 金 請 求 権
の 成 立 要 件 で あ る と い う べ き で あ る の み な ら ず 、 そ の よ う に 解 さ な け れ ば 保
険 金 の 不 正 請 求 が 容 易 と な る お そ れ が 増 大 す る 結 果 、 保 険 制 度 の 健 全 性 を 阻
害 し 、 ひ い て は 誠 実 な 保 険 加 入 者 の 利 益 を 損 な う お そ れ が あ る か ら で あ る 」
と し て 、 モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 論 理 を 明 示 し 、 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を
保 険 金 請 求 者 が 負 う と 判 示 し た ' 8 。
I 8 岡 田 豊 喜 「 現 代 保 険 法 」 （ 中 央 経 済 社 、 2 0 1 2 年 ) 4 0 6 頁 参 照 。 岡 田 は 、 傷 害 保 険 約 款 に
被 保 険 者 の 故 意 免 責 の 規 定 が あ る こ と か ら 、 事 故 が 偶 然 で な い こ と の 主 張 立 証 責 任 は
保 険 者 が 負 担 す べ き で あ る と 主 張 し て い る 。 播 阿 窓 「 保 険 法 概 説 」 （ 中 央 経 済 社 、 2 0 1 2
年 ） 2 9 6 頁 参 照 。 こ れ に 対 し 、 播 は 、 偶 然 性 を 含 め た 傷 害 事 故 の 概 念 規 定 と 故 意 免 責 は
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本 問 題 は 、 被 保 険 者 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 と 保 険 者 の 故 意 の 立 証 責 任 の 衝 突
の 局 面 で あ り 、 こ の 問 題 を 巡 り 、 判 例 ・ 学 説 に お い て 激 し い 対 立 が 見 ら れ
た 1 9 。 す な わ ち 、 商 法 6 2 9 条 は 、 損 害 保 険 契 約 に お け る 保 険 事 故 を 「 偶 然 ナ ル
ー 定 ノ 事 故 」 と 規 定 す る が 、 こ こ で い う 事 故 の 「 偶 然 性 」 と は 、 保 険 契 約 の
成 立 時 に お い て 事 故 の 発 生 と 不 発 生 が 確 定 し て い な い こ と と 解 す る の が 通 説
で あ る 劃 ) 。
こ れ に 対 し 、 商 法 6 2 9 条 は 損 害 保 険 契 約 の 成 立 要 件 お よ び 効 力 要 件 を 定 め
る 定 義 規 定 で あ り 、 具 体 的 ・ 個 別 的 な 保 険 契 約 に お け る 保 険 金 請 求 権 の 成 立
要 件 と は 無 関 係 で あ り 、 実 質 的 な 理 由 を 示 す こ と な く 単 に 「 偶 然 な 事 故 」 と
｢ 偶 然 ナ ル 」 事 故 と い う 類 似 性 か ら 商 法 6 2 9 条 を 持 ち 出 す こ と を 批 判 す る 見 解
も 認 め ら れ る 2 ' 。
し か し 、 最 判 平 成 1 3 年 の 事 案 は 傷 害 保 険 契 約 で あ り 、 商 法 に 直 接 の 規 定 が
な く 、 ま た 、 「 急 激 か つ 偶 発 的 な 外 来 の 事 故 」 と 規 定 さ れ る 内 容 は 、 保 険 事
故 と し て の 「 傷 害 」 の 本 質 的 内 容 と な っ て い る こ と や モ ラ ル リ ス ク の 排 除 2 2
を 通 じ た 保 険 制 度 の 健 全 性 の 維 持 の 観 点 か ら 2 3 、 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 保 険 金
矛 盾 す る も の で は な く 、 本 判 決 は 約 款 の 規 定 に 即 し た 妥 当 な も の と す る 。
' 9 蝦 浦 前 掲 注 l O 、 山 野 前 掲 注 l l 参 照 。
瓢 ） 山 下 前 掲 注 1 2 ． 3 5 6 頁 参 照 。l l l 下 は 、 約 款 規 定 に は 書 か れ て い な い に も か か わ ら ず 偶
然 の り j 故 が 必 要 で あ る と い う 解 釈 （ た と え ば 、 火 災 保 険 契 約 で 火 災 と 規 定 さ れ て い る
に も か か わ ら ず 、 偶 然 の 、 す な わ ち 故 意 に よ ら な い 火 災 が 保 険 事 故 と す る よ う な 解 釈 ）
は 誤 り で あ る と 断 じ て い る 。
2 1 出 口 正 義 「 自 動 車 総 合 保 険 普 通 保 険 約 款 5 章 （ 車 両 条 項 ） 1 条 に い う 「 偶 然 な 事 故 ｣ 」
楓 害 保 険 研 究 6 8 巻 3 号 2 6 9 頁 参 照 。
2 2 中 西 正 明 「 傷 害 保 険 契 約 の 法 理 」 （ 有 斐 閣 、 1 9 9 2 年 ) 3 0 頁 参 照 。 中 西 の 指 摘 や 筆 者 の 経
験 測 で も 、 傷 害 保 険 に お い て 、 保 険 契 約 者 お よ び 被 保 険 者 の 故 意 に よ る 事 故 の 証 明 は 、
他 の 物 保 険 （ 火 災 、 車 両 な ど ） に 比 し て 、 保 険 目 的 自 体 が 人 か 物 か の 相 違 も あ り 、 保
険 目 的 に 対 す る 物 理 的 外 力 の 測 定 と い う 意 味 に お い て も 容 易 で は な い と 考 え ら れ る 。
獣 ） 橘 前 掲 注 l 8 ･ 2 9 6 頁 参 照 。 滞 は 本 判 決 が モ ラ ル リ ス ク の 防 止 の 観 点 を 重 視 し て い る が 、
火 災 保 険 な ど の 他 の 保 険 契 約 に お い て も モ ラ ル リ ス ク の 問 題 が あ る か ら 、 こ れ を 根 拠
と す る の は 説 得 力 を 欠 く と し て い る 。
1 6 2 鹿 児 島 経 済 論 集 第 5 9 巻 第 2 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
請 求 者 に 負 わ せ た と 考 え ら れ て い る 2 4 。
な お 、 最 判 平 成 1 3 年 か ら 約 9 年 後 に 保 険 法 が 施 行 さ れ 、 傷 害 保 険 は 傷 害 疾
病 定 額 保 険 契 約 に 分 類 さ れ た が 、 同 法 8 0 条 1 項 に 被 保 険 者 の 故 意 免 責 が 規 定
さ れ た こ と か ら 、 最 判 平 成 1 3 年 は 変 更 さ れ る べ き と の 見 解 2 5 と 同 免 責 規 定 は
確 認 規 定 に す ぎ ず 偶 然 性 を 保 険 事 故 の 内 容 と し て 規 定 す る 傷 害 保 険 契 約 に つ
い て は 本 最 判 が 維 持 さ れ る と の 見 解 2 6 が あ り 、 そ の 対 立 性 が み ら れ る 。
( 2 ) 最 判 平 成 1 6 年 1 2 月 1 3 日 民 集 5 8 巻 9 号 2 4 1 9 頁 （ 火 災 保 険 ）
最 判 平 成 1 6 年 1 2 月 1 3 日 民 集 5 8 巻 9 号 2 4 1 9 頁 （ 以 下 、「 最 判 平 成 1 6 年 」 と い
う ） は 、 被 上 告 人 の 所 有 建 物 が 火 災 に よ り 焼 損 し 、 上 告 人 （ 保 険 会 社 ） に 対
2 ｜ 本 判 例 の 評 釈 と し て 、 甘 利 公 人 「 傷 害 保 険 契 約 に お け る 偶 然 性 の 立 証 責 任 一 最 判 平 成
1 4 . 4 . 2 0 」 月 刊 法 学 教 室 2 5 4 号 1 6 頁 、 福 田 弥 夫 「 傷 害 保 険 契 約 に お け る 偶 然 性 の 立 証 責 任 」
損 害 保 険 研 究 6 3 巻 4 号 2 8 1 頁 、 野 嶋 直 ・ 山 岡 大 「 傷 害 保 険 に お け る 「 偶 然 性 」 の 立 証 責
任 に つ い て 」 龍 谷 法 学 3 4 巻 4 号 6 0 8 頁 、 蛭 田 円 香 「 生 命 保 険 契 約 に 付 加 さ れ た 災 害 割 増
特 約 に つ い て の 約 款 に 基 づ き 災 害 死 亡 保 険 金 の 支 払 が 請 求 さ れ る 場 合 に お け る 偶 発 的
な 事 故 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 の 帰 属 普 通 傷 害 保 険 契 約 の 約 款 に 基 づ き 死 亡 保 険 金
の 支 払 が 請 求 さ れ る 場 合 に お け る 偶 然 な 事 故 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 の 帰 属 」 判 例 タ
ム ズ 臨 時 増 刊 1 0 9 6 号 1 2 2 頁 、 岡 田 豊 基 「 傷 害 保 険 に お け る 立 証 責 任 」 損 害 保 険 研 究 6 5 巻
l . 2 号 3 3 5 頁 、 小 西 み も 恵 「 傷 害 保 険 契 約 に お け る 偶 然 性 の 立 証 責 任 」 法 と 政 治 5 4 巻 3 号
2 3 頁 、 榊 素 寛 「 傷 害 保 険 に お け る 偶 然 性 の 立 証 責 任 」 旬 刊 商 事 法 務 l 7 0 8 号 4 1 頁 参 照 。
為 岡 田 前 掲 注 1 8 ･ 4 0 6 頁 、 神 谷 高 保 「 保 険 事 故 の 偶 発 性 の 立 証 責 任 一 修 正 さ れ た 要 件 分 類
説 と 保 険 契 約 法 一 （ 二 ． 完 ) 」 民 商 法 雑 誌 1 4 0 巻 2 号 1 8 4 頁 参 照 。 神 谷 は 、 最 判 平 成 1 8 年
の 準 則 は 、 最 判 平 成 1 3 年 の 事 案 に も あ て は ま り 、 最 判 平 成 1 3 年 の 準 則 は 変 更 す べ き と
し 、 特 に 、 保 険 法 の 中 に は 、 「 保 険 金 謂 求 者 は 保 険 事 故 の 偶 発 性 に つ い て 立 証 責 任 を 負
わ な い 」 こ と を 定 め た 規 定 は な い こ と か ら 、 保 険 法 8 0 条 1 号 な い し 3 号 の 規 定 に 着 目
し 、 そ れ ら を 権 利 障 害 規 定 と 解 し 、 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 に は 保 険 事 故 の 偶 発 性 の
要 件 は 含 ま れ て い な い と い う 帰 結 を 導 く べ き と す る 。
鰯 佐 野 ・ 前 掲 注 9 参 照 。 潜 前 掲 注 1 8 ． 2 9 6 頁 参 照 。 藩 は 、 簸 判 平 成 1 3 年 が 保 険 法 の も と で
は も は や 効 力 を 有 し な い と の 見 解 が あ る こ と を 指 摘 し た 上 で 、 普 通 傷 害 保 険 に お い て
は 偶 然 性 と い う 要 素 が 給 付 事 由 で あ る 傷 害 の 本 質 的 内 容 で あ り 、 そ の 立 証 責 任 は 、 約
款 上 、 急 激 ・ 偶 然 ・ 外 来 と い う 3 要 件 の 定 立 に よ っ て 保 険 金 請 求 者 に 課 さ れ る と し 、
故 意 免 責 規 定 は 確 認 的 規 定 に 過 ぎ ず 、 保 険 法 の も と で も 最 判 平 成 1 3 年 は 依 然 妥 当 す る
と し て い る 。
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 6 3
し て 、 店 舗 総 合 保 険 契 約 に 基 づ い て 、 火 災 を 原 因 と す る 保 険 金 の 支 払 請 求 事
案 に お い て 、 次 の 理 由 に よ り 、 被 上 告 人 の 保 険 金 請 求 を 認 め た 原 判 決 を 支 持
し て 上 告 を 棄 却 し た 事 例 で あ る 。
「 商 法 は 、 火 災 に よ っ て 生 じ た 損 害 は そ の 火 災 の 原 因 い か ん を 問 わ ず 保 険
者 が て ん 補 す る 責 任 を 負 い 、 保 険 契 約 者 又 は 被 保 険 者 の 悪 意 又 は 重 大 な 過 失
に よ っ て 生 じ た 損 害 は 保 険 者 が て ん 補 責 任 を 負 わ な い 旨 を 定 め て お り （ 商 法
6 6 5 条 、 6 4 1 条 ) 、 火 災 発 生 の 偶 然 性 い か ん を 問 わ ず 火 災 の 発 生 に よ っ て 損 害
が 生 じ た こ と を 火 災 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 と す る と と も に 、 保 険 契 約 者 又
は 被 保 険 者 の 故 意 又 は 重 大 な 過 失 に よ っ て 損 害 が 生 じ た こ と を 免 責 事 由 と し
た も の と 解 さ れ る 。 火 災 保 険 契 約 は 、 火 災 に よ っ て 被 保 険 者 の 被 る 損 害 が 甚
大 な も の と な り 、 時 に 生 活 の 基 盤 す ら 失 わ れ る こ と が あ る た め 、 速 や か に 損
害 が て ん 補 さ れ る 必 要 が あ る こ と か ら 締 結 さ れ る も の で あ る 。 さ ら に 、 一 般
に 、 火 災 に よ っ て 保 険 の 目 的 と さ れ た 財 産 を 失 っ た 被 保 険 者 が 火 災 の 原 因 を
証 明 す る こ と は 困 難 で も あ る 。 商 法 は 、 こ れ ら の 点 に か ん が み て 、 保 険 金 の
請 求 者 ( 被 保 険 者 ) が 火 災 の 発 生 に よ っ て 損 害 を 被 っ た こ と さ え 立 証 す れ ば 、
火 災 発 生 が 偶 然 の も の で あ る こ と を 立 証 し な く て も 保 険 金 の 支 払 を 受 け ら れ
る こ と と す る 趣 旨 の も の と 解 さ れ る ｣ 。
原 審 は 、 ① 火 災 発 生 の 偶 然 性 の 主 張 立 証 責 任 は 保 険 金 の 請 求 者 が 負 う べ き
も の で あ る が 、 x は 火 災 発 生 に つ い て 外 形 的 類 型 的 な 事 実 を 主 張 立 証 す れ ば
足 り 、 火 災 が 原 告 の 故 意 に よ る も の で な い こ と ま で 主 張 立 証 す べ き 責 任 を 負
わ な い 、 ② Y 保 険 会 社 は 火 災 保 険 金 の 支 払 を 免 れ る た め に は 抗 弁 と し て 、 火
災 発 生 が 原 告 の 故 意 又 は 重 過 失 に よ る こ と を 主 張 立 証 す べ き 責 任 を 負 う 、 ③
本 件 に お い て 火 災 発 生 が 原 告 の 故 意 又 は 重 過 失 に よ る も の と 認 め る に 足 り る
証 拠 は な い 等 と し 、 X の 請 求 を 認 容 し た 。 こ れ に 対 し 、 Y 保 険 会 社 は 原 審 の
判 断 が 傷 害 保 険 に 関 す る 最 判 平 成 1 3 年 に 反 す る と の 理 由 で 上 告 。
本 最 判 は 、 最 判 平 成 1 3 年 が 本 件 に 射 程 し な い と の 判 断 の も と 、 上 記 の よ う
に 判 示 し た 。 す な わ ち 、 火 災 保 険 に お い て は 、 商 法 6 2 9 条 か ら 保 険 事 故 の 「 偶
然 性 」 は 保 険 契 約 の 成 立 時 に お い て 事 故 の 発 生 と 不 発 生 が 確 定 し て い な い こ
1 6 4 鹿 児 烏 経 済 諭 集 第 5 9 巻 第 2 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
と と 解 さ れ 、 最 判 平 成 1 3 年 で 争 わ れ た 「 偶 然 性 」 と は 、 保 険 事 故 の 発 生 時 に
お い て 保 険 契 約 者 等 の 意 思 に 基 づ か な い 事 故 で あ る こ と で あ っ て 、 商 法 6 2 9
条 の 規 定 す る 「 偶 然 性 」 と は 意 味 が 相 違 す る 。 ま た 、 傷 害 保 険 で は 、 約 款 に
｢ 急 激 、 偶 然 、 外 来 の 事 故 」 と い う 文 言 が 規 定 さ れ て い る が 、 火 災 保 険 で は 、
｢ 火 災 」 と い う 文 言 が 約 款 に 規 定 さ れ 、 「 偶 然 の 事 故 」 と は 規 定 さ れ て お ら ず 、
保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 に な っ て い な い 。
そ こ で 、 本 最 判 は 、 最 判 平 成 1 3 年 に 依 拠 し て 解 釈 す る こ と を 明 確 に 否 定 し 、
本 件 約 款 上 、 火 災 保 険 金 の 支 払 請 求 者 は 、 火 災 発 生 が 偶 然 の も の で あ る こ と
の 主 張 立 証 責 任 を 負 わ な い と の 判 断 を 明 示 し た と 考 え ら れ 一 定 の 合 理 性 を 有
す る も の と 考 え ら れ る 幻 。
し か し な が ら 、 最 判 平 成 1 3 年 に お い て 、 保 険 金 請 求 者 に 主 張 立 証 責 任 を 負
わ せ た 理 由 と し て 、 モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 観 点 が 強 調 さ れ た が 、 火 災 事 故 に お
い て も そ の 原 因 は 放 火 が 最 も 多 く 2 8 、 そ の 中 に は 手 口 が 巧 妙 な 偽 装 放 火 も 数
多 く あ り 、 被 保 険 者 に よ る 保 険 金 請 求 訴 訟 に お い て 、 保 険 者 が 被 保 険 者 の 故
意 を 立 証 す る こ と は 困 難 性 を 伴 う も の で あ る 2 9 o そ の 点 、 本 最 判 は 、 モ ラ ル
2 7 本 判 例 の 評 釈 と し て 、 山 野 鶉 朗 「 火 災 保 険 に お け る 保 険 事 故 の 偶 然 性 と そ の 立 証 責 任 」
判 タ l l 7 0 号 l l O 頁 ・ 別 冊 ジ ュ リ ス ト 2 0 2 号 5 8 頁 、 石 I H 満 「 火 災 保 険 金 の 請 求 者 は 火 災 発
生 の 偶 然 性 の 主 張 、 立 証 責 任 を 負 わ な い 」 損 害 保 険 研 究 6 7 巻 1 号 2 3 7 頁 、 西 嶋 前 掲 注 1．
1 頁 、 榊 素 寛 「 保 険 金 の 支 払 事 由 を 火 災 に よ っ て 生 じ た こ と と す る 火 災 保 険 契 約 の 約
款 に 基 づ き 火 災 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お け る 火 災 発 生 の 偶 然 性 に つ い て の 主
張 立 証 黄 任 」 民 商 法 雑 誌 1 3 2 巻 6 号 9 1 3 頁 、 飯 剛 秀 総 「 火 災 保 険 契 約 の 約 款 に 基 づ き 火
災 保 険 金 の 支 払 い を 請 求 す る 場 合 に お け る 火 災 発 生 の 偶 然 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 」
法 学 協 会 雑 誌 1 2 4 巻 1 号 2 7 3 頁 、 松 並 重 雄 「 保 険 金 支 払 事 由 を 火 災 に よ っ て 損 害 が 生 じ
た こ と と す る 火 災 保 険 契 約 の 約 款 に 基 づ き 火 災 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お け る
火 災 発 生 の 偶 然 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 」 法 曹 時 報 5 9 巻 1 号 2 7 5 頁 、 笹 本 幸 祐 「 火 災
保 険 金 の 支 払 を 諭 求 す る 場 合 に お け る 火 災 発 生 の 偶 然 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 」 私
法 判 例 リ マ ー ク ス 3 2 号 ［ 2 0 0 6 上 ]1 ㈹ 頁 、 野 村 直 之 「 火 災 保 険 金 の 請 求 に お け る 火 災 発
生 の 偶 然 性 の 主 張 立 証 責 任 は 、 保 険 者 と 保 険 金 請 求 人 の い ず れ の 者 が 負 担 す る か 」 判
タ 1 2 1 5 号 l 5 6 頁 参 照 。
郵 西 鵬 前 掲 注 1 ． 2 頁 参 照 。
製 リ l l l 下 友 信 「 被 保 険 者 の 故 意 （ 放 火 ） の 認 定 」 別 冊 ジ ュ リ ス ト N o . 2 0 2 保 険 法 判 例 百 選 3 8
頁 参 照 。
I 1 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 6 5
リ ス ク に 関 す る 判 断 を 全 く し て お ら ず 、 そ の 後 に 続 く 最 判 に 影 響 を 与 え た こ
と を 考 慮 す れ ば 、 問 題 が あ る と 考 え ら れ る 。
( 3 ) 最 判 平 成 1 8 年 6 月 1 日 民 集 6 0 巻 5 号 1 8 8 7 頁 （ 車 両 保 険 ： 海 中 水 没 ）
最 判 平 成 1 8 年 6 月 1 日 民 集 6 0 巻 5 号 1 8 8 7 頁 （ 以 下 、「 最 判 平 成 1 8 年 6 月 」
と い う ） は 、 外 国 製 キ ャ ン ピ ン グ カ ー が マ リ ー ナ で 海 中 に 転 落 し 、 被 保 険 者
が 車 両 保 険 金 の 請 求 を お こ な っ た 事 案 で あ る 。
車 両 保 険 で は 、 約 款 上 「 衝 突 、 接 触 、 墜 落 、 転 覆 、 物 の 飛 来 、 物 の 落 下 、
火 災 ､ 爆 発 、 盗 難 、 台 風 、 こ う 水 、 高 潮 、 そ の 他 偶 然 な 事 故 」 と 規 定 さ れ 、 「 偶
然 な 事 故 」 が 保 険 事 故 の 内 容 と な っ て お り 、 傷 害 保 険 に お け る 最 判 平 成 1 3 年
と 同 様 の 趣 旨 か ら 、 論 理 的 帰 結 と し て 、 保 険 金 請 求 者 が 保 険 事 故 の 偶 然 性 の
主 張 立 証 責 任 を 負 う べ き と の 見 解 が 有 力 で あ っ た 。
最 判 平 成 1 8 年 6 月 は 、 上 記 内 容 を 保 険 事 故 と し て 約 款 に 規 定 す る 車 両 保 険
に つ い て 、 「 こ れ は 、 保 険 契 約 成 立 時 に 発 生 す る か ど う か 不 確 定 な 事 故 を す
べ て 保 険 事 故 と す る こ と を 分 か り や す く 例 示 し て 明 ら か に し た も の で 、 商 法
6 2 9 条 に い う 『 偶 然 ナ ル ー 定 ノ 事 故 」 を 本 件 保 険 契 約 に 即 し て 規 定 し た も の
と い う べ き で あ る 」 と し 、 「 車 両 保 険 約 款 に 規 定 さ れ る 『 偶 然 の 事 故 』 も 同
条 に 規 定 さ れ る 保 険 契 約 時 に お け る 事 故 の 偶 然 性 と 同 義 に 解 す べ き で あ る 」
と 判 示 し た 。 す な わ ち 、 保 険 金 請 求 者 は 事 故 の 偶 然 性 の 主 張 立 証 責 任 を 負 わ
な い と の 最 高 裁 の 立 場 を 明 確 に し た も の と 考 え ら れ て い る 3 0 。
側 1 本 判 例 の 評 釈 と し て 、 出 口 前 掲 注 2 1 ． 2 6 3 頁 、 野 口 恵 三 「 自 家 用 自 動 車 保 険 契 約 の 約 款
に 「 衝 突 、 接 触 … そ の 他 偶 然 の 事 故 に よ っ て 生 じ た 損 害 に 対 し て 保 険 会 社 は 保 険 金
を 支 払 い ま す 」 と 定 め て あ る 場 合 に 、 ( 1 ) 車 両 が 海 中 に 水 没 し た 事 故 に よ っ て 生 じ た 損
審 。 ( 2 ) 1 1 [ 両 の 前 後 部 や 両 側 面 な ど が 引 っ 掻 き 傷 に よ っ て 損 傷 さ れ た 事 故 に つ い て 生 じ
た 損 霄 に つ い て 、 車 両 保 険 金 の 支 払 を 諭 求 す る 者 は 、 そ れ ら の 事 故 の 発 生 が 被 保 険 者
の 懲 思 に 韮 づ か な い 偶 発 的 な 那 故 で あ る こ と の 主 張 立 証 責 任 を 負 う か 」 N B L 8 4 7 号 4 7
頁 、 奥 1 1 1 隆 文 ・ 西 | 剛 繁 端 「 法 の 支 配 」1 4 4 号 5 0 頁 、 滝 澤 孝 臣 「 l衝 突 、 接 触 … そ の
他 偶 然 な 聯 故 」 を 保 険 事 故 と す る 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 車 両 の 水 没 が
保 険 ﾘ 故 に 該 当 す る と し て 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 （ ① 邪 件 ） 2 「 衝 突 、 接
1 6 6 鹿 児 島 経 済 論 集 第 5 9 巻 第 2 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
ま た 、 本 最 判 も 最 判 平 成 1 6 年 同 様 に 、 モ ラ ル リ ス ク に 対 す る 言 及 を 避 け 、
｢ 原 審 が 判 示 す る よ う に 火 災 保 険 契 約 と 車 両 保 険 契 約 と で 事 故 原 因 の 立 証 の
困 難 性 が 著 し く 異 な る と も い え な い 」 と し て い る こ と か ら 、 最 判 平 成 1 6 年 の
火 災 事 故 に お け る 非 故 意 性 の 立 証 責 任 を 保 険 金 請 求 者 が 負 わ な い こ と を 所 与
の も の と し て 、 モ ラ ル リ ス ク の 排 除 の 観 点 に つ い て は 、 約 款 上 の 故 意 免 責 規
定 よ り 、 保 険 会 社 に よ る 保 険 金 請 求 者 の 故 意 立 証 が 必 要 で あ る こ と を 示 し た
も の と 考 え ら れ る 。
触 … そ の 他 偶 然 な 事 故 』 を 保 険 事 故 と す る 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 車
両 の 表 面 に 傷 が つ け ら れ た こ と が 保 険 事 故 に 該 当 す る と し て 車 両 保 険 の 支 払 を 請 求 す
る 場 合 （ ② 事 件 ） 3 「 す べ て の 偶 然 な 事 故 」 を 保 険 事 故 と す る テ ナ ン ト 総 合 保 険 普 通
保 険 約 款 に 基 づ き 火 災 に よ る 什 器 備 品 等 の 焼 失 お よ び 休 業 が 保 険 事 故 に 該 当 す る と し
て 保 険 の 場 合 （ ③ 事 件 ） に お け る 事 故 の 偶 発 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 の 帰 趨 」 金 融 ・
商 事 判 例 1 2 7 5 号 2 頁 、 桜 沢 隆 哉 「 車 両 保 険 に お け る 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 意 義 と そ の 主
張 立 証 責 任 の 所 在 」 法 律 の ひ ろ ば 6 0 巻 7 号 6 3 頁 、 大 澤 康 孝 「 一 「 衝 突 、 接 触 … そ の
他 偶 然 な 事 故 」 を 保 険 事 故 と す る 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 車 両 の 水 没 が
保 険 事 故 に 該 当 す る と し て 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 発 性 に
つ い て の 立 証 責 任 （ ① 事 件 ） 二 「 衝 突 、 接 触 … そ の 他 偶 然 な 事 故 」 を 保 険 事 故 と す
る 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 車 両 の 表 面 に 傷 が つ け ら れ た こ と が 保 険 事 故
に 該 当 す る と し て 車 両 保 険 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 発 性 に つ い て の 立
証 責 任 （ ② 事 件 ) 」 判 例 時 報 1 9 6 5 号 1 9 6 頁 、 肥 塚 肇 雄 「 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 約 款 に 基
づ き 車 両 保 険 金 を 請 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 発 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 の 所 在 」
ジ ユ リ ス ト 1 3 3 2 号 1 1 1 頁 、 栗 田 和 彦 「 車 両 保 険 に お け る 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 主 張 立 証 責
任 」 私 法 判 例 リ マ ー ク ス 2 5 号 2 0 0 7 〔 下 〕 ］ 法 時 別 冊 1 0 0 頁 、 太 田 晃 詳 「 ｢ 衝 突 、 接 触 …
そ の 他 偶 然 な 故 」 を 保 険 事 故 と す る 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 の 約 款 に 基 づ き 車 両 の 水 没
が 保 険 事 故 に 該 当 す る と し て 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 然 性
の 立 証 責 任 」 法 曹 時 報 6 0 巻 4 号 2 9 9 頁 、 藤 井 正 夫 「 『 衝 突 、 接 触 … … そ の 他 偶 然 な 事 故 」
を 保 険 事 故 と す る 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 契 約 の 約 款 に 基 づ き 車 両 の 水 没 が 保 険 事 故 に
該 当 す る と し て 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 の 事 故 の 偶 発 性 に つ い て の 主 張 立 証
責 任 は 、 保 険 者 と 保 険 金 請 求 者 の い ず れ に あ る か 」 判 例 タ イ ム ズ 臨 時 増 刊 1 2 4 5 号 1 4 5 頁 、
藤 田 前 掲 注 1 ． 7 3 頁 、 神 谷 高 保 「 保 険 事 故 の 偶 発 性 の 立 証 責 任 （ 一 ） 一 修 正 さ れ た 法
律 要 件 分 類 説 と 保 険 契 約 法 一 」 （ 民 商 法 雑 誌 1 4 0 巻 1 号 )1 頁 ． 「 事 故 発 生 の 偶 然 性 に つ
い て の 立 証 責 任 」 別 冊 ジ ュ リ ス ト 2 0 2 号 8 8 頁 、 神 谷 前 掲 注 2 5 ．1 6 2 頁 、 甘 利 公 人 「 傷 害
保 険 に お け る 「 偶 然 性 」 － 自 動 車 の 水 没 事 故 に か か る 最 判 平 成 1 6 年 6 月 1 日 交 民 3 9 巻
3 号 5 9 5 頁 一 」 交 通 法 研 究 3 8 号 5 頁 参 照 。
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 6 7
( 4 ) 最 判 平 成 1 8 年 9 月 1 4 日 判 時 1 9 4 8 号 1 6 4 頁 （ テ ナ ン ト 総 合 保 険 ： 火 災 ）
最 判 平 成 1 8 年 9 月 1 4 日 判 時 1 9 4 8 号 1 6 4 頁 （ 以 下 、「 最 判 平 成 1 8 年 9 月 」 と い
う ） は 、 居 酒 屋 を 経 営 す る 上 告 人 が 、 同 店 舗 内 の 什 器 備 品 等 の 損 傷 及 び 店 舗
休 業 の 損 害 を 保 険 の 目 的 と す る 加 盟 店 総 合 保 険 契 約 （ テ ナ ン ト 総 合 保 険 ） を
締 結 し た 保 険 者 （ 被 上 告 人 ） に 対 し 、 本 件 火 災 に よ り 同 店 舗 内 の 什 器 備 品 が
焼 失 し 、 ま た 休 業 を 余 儀 な く さ れ 損 害 が 発 生 し た と し て 、 同 保 険 契 約 に 基 づ
く 保 険 金 支 払 請 求 事 件 に つ い て 、 最 判 平 成 1 8 年 6 月 を 依 拠 し て 次 の 通 り 判 示
し た 。
「 本 件 約 款 を 契 約 内 容 と す る 本 件 保 険 契 約 に 基 づ き 火 災 に よ る 什 器 備 品 等
の 焼 失 及 び 休 業 が 保 険 事 故 に 該 当 す る と し て 保 険 金 を 請 求 す る 者 は 事 故 の 発
生 が 保 険 契 約 者 等 の 意 思 に 基 づ か な い も の で あ る こ と に つ い て 主 張 、 立 証 す
べ き 責 任 を 負 わ ず 、 保 険 契 約 者 等 の 故 意 ま た は 重 過 失 に よ っ て 保 険 事 故 が 発
生 し た こ と は 、 保 険 者 に お い て 、 免 責 事 由 と し て 主 張 、 立 証 す る 責 任 を 負 う
と 解 す べ き で あ る 。 原 審 は 以 上 と 異 な り 、 本 件 契 約 に も と づ き 保 険 金 の 支 払
い を 請 求 す る 者 は 本 件 火 災 が 偶 発 的 な も の で あ る こ と に つ き 主 張 、 立 証 す る
責 任 を 負 う と 解 し た 上 、 そ の 立 証 が な い と し て 上 告 人 の 被 上 告 人 に 対 す る 請
求 を 棄 却 し た も の で あ る 。 し か し 、 原 審 が 確 定 し た と こ ろ に よ れ ば 、 本 件 火
災 は 漏 電 に よ る 偶 発 的 な も の か 上 告 人 代 表 取 締 役 に よ る 放 火 の い ず れ か で あ
る が 、 そ の い ず れ で も 認 定 で き な い と い う の で あ る 。 そ し て 、 記 録 に 徴 す れ
ば 、 被 上 告 人 は 、 上 告 人 代 表 取 締 役 に よ る 放 火 で あ る と 主 張 す る 以 外 に は 免
責 事 由 を 主 張 し て い な い こ と は 明 ら か で あ る か ら 、 上 告 人 代 表 取 締 役 に よ る
放 火 で の 事 実 が 認 め ら れ な い 以 上 、 被 上 告 人 は 、 本 件 保 険 契 約 に 基 づ き 本 件
火 災 に よ り 生 じ た 損 害 に つ き 保 険 金 の 支 払 義 務 を 免 れ な い と い う べ き で あ
る ｣ 3 ' 。
3 1 本 判 例 の 評 釈 と し て 、 福 田 弥 夫 「 テ ナ ン ト 総 合 保 険 の 保 険 金 支 払 請 求 と 事 故 の 偶 発 性
に つ い て の 立 証 責 任 」 （ 損 害 保 険 研 究 6 9 巻 1 号 3 2 7 頁 、 滝 澤 前 掲 注 3 0 ． 2 頁 、 岡 田 豊 基 「 保
険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 」 民 商 法 雑 誌 1 3 6 巻 3 号 7 4 頁 、 山 下 典 孝 「 テ ナ ン ト 総 合 保 険
契 約 に お け る 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 」 法 学 セ ミ ナ ー 増 刊 号 速 報 判 例 解 説 V o l . 1 ･
1 6 8 鹿 児 島 経 済 論 集 鋪 5 9 巻 第 2 り ･( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
X ( 上 告 人 ） は 、 ① 保 険 会 社 A と の 間 で 、 同 建 物 を 保 険 の 目 的 と す る 店 舗
総 合 保 険 契 約 を 、 ② 保 険 会 社 Y ( 被 上 告 人 ） と の 間 で 、 店 舗 内 の 什 器 備 品 等
及 び 休 業 に よ る 損 害 を 保 険 の 目 的 と す る 加 盟 店 総 合 保 険 契 約 （ テ ナ ン ト 総 合
保 険 ） を そ れ ぞ れ 締 結 し て い た 。 A 社 の 約 款 で は 、 保 険 事 故 に つ い て 、 「 火 災 、
落 雷 、 破 裂 又 は 爆 発 」 と 規 定 さ れ 、 Y 社 の 約 款 で は 、 保 険 事 故 に つ い て 「 す
べ て の 偶 然 な 事 故 」 と 規 定 さ れ て い た 。
X の 保 険 金 請 求 に 対 し 、 A 及 び Y は 、 本 件 事 故 は 、 X の 代 表 取 締 役 B の 放
火 に よ る も の で あ り 、 「 偶 然 な 事 故 」 で は な い と 抗 弁 し て 争 っ た 。 本 件 に お
け る 争 点 は 、 X が 保 険 事 故 の 偶 発 性 の 主 張 立 証 責 任 を 負 う か 否 か で あ っ た 。
1 ， 2 審 と も 、 最 判 平 成 1 6 年 を 依 拠 し て 、 A の 保 険 契 約 は 火 災 保 険 で あ り 、
約 款 上 「 火 災 」 を 保 険 事 故 と 記 載 し て い る か ら 、 保 険 金 請 求 者 は 火 災 の 発 生
が 偶 然 の も の で あ る こ と を 主 張 立 証 す る 必 要 は な い と し て 、 X の A に 対 す る
保 険 金 請 求 を 認 容 し た 。
し か し 、 本 件 テ ナ ン ト 総 合 保 険 契 約 に つ い て は 、 A の 保 険 契 約 と は 異 な り 、
約 款 上 ｢ す べ て の 偶 然 な 事 故 」 と 規 定 し て い る こ と か ら 、 保 険 金 請 求 者 は 「 偶
然 な 事 故 」 で あ る こ と の 主 張 立 証 責 任 を 負 う と の 判 断 を 前 提 に 、 本 件 の 火 災
は 漏 電 等 に よ る 偶 発 的 な 事 故 か B に よ る 放 火 の い ず れ か で あ る と 認 め ら れ る
が 、 そ の い ず れ で あ る か は 不 明 で あ る か ら 、 本 件 保 険 契 約 に つ い て は 「 偶 然
な 事 故 」 で あ る こ と の 立 証 が な い と し て X の Y に 対 す る 請 求 を 棄 却 し た 。 そ
こ で 、 X が 原 審 の 判 断 を 不 服 と し て 上 告 。
本 判 決 は 、 本 件 約 款 に い う 「 偶 然 な 事 故 」 を 保 険 契 約 者 等 の 意 思 に 基 づ か
な い 事 故 で あ る こ と （ 事 故 発 生 の 偶 発 性 ） を 意 味 す る も の と 解 す る こ と は で
き ず 、 本 件 約 款 に 基 づ き 保 険 金 を 請 求 す る 者 は 、 事 故 の 発 生 が 偶 発 的 な も の
で あ る こ と に つ い て 主 張 、 立 証 責 任 を 負 わ な い と 判 示 し て 、 原 審 に 差 し 戻 し
た 。
l 4 5 頁 、 新 井 修 司 「 テ ナ ン ト 総 合 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 主 張 立 証 責 任 の 配 分 」 私
法 判 例 リ マ ー ク ス 3 6 号 2 0 0 8 ［ 上 ］6 頁 参 照 。
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 6 9
商 法 6 2 9 条 は 、 損 害 保 険 契 約 に お け る 保 険 事 故 を 「 偶 然 ナ ル ー 定 ノ 事 故 」
と 規 定 す る 。 ま た 、 商 法 6 4 1 条 は 、 保 険 契 約 者 等 の 悪 意 又 は 重 大 な 過 失 に よ っ
て 事 故 が 発 生 し た こ と を 免 責 事 由 と し て 規 定 し て い る 。 こ れ ら の 商 法 の 規 定
か ら す れ ば 、 保 険 者 が 保 険 金 請 求 者 の 故 意 の 主 張 立 証 責 任 を 負 い 、 保 険 金 請
求 者 は 事 故 の 偶 然 性 、 す な わ ち 故 意 招 致 で な い こ と の 主 張 立 責 任 を 負 わ な い
と 解 す る 3 2 の が 妥 当 と 考 え ら れ る 郷 。
た だ し 、 最 判 平 成 1 8 年 9 月 は 、 テ ナ ン ト 総 合 保 険 に お け る 「 火 災 」 事 故 を
対 象 に し た 判 断 で あ り 3 i ， 事 故 の 態 様 か ら 、 火 災 保 険 に 関 す る 最 判 平 成 1 6 年
が 射 程 す る と 考 え ら れ る こ と か ら 錫 、 こ れ が 「 盗 難 」 事 故 を 対 象 と し た 場 合
" i l l 下 前 掲 注 l 2 ． 3 5 6 頁 参 照 。 山 ~ ド は 、 オ ー ル ・リ ス ク 型 の 保 険 に お い て 、 偶 然 性 、 す な
わ ち 故 意 に よ ら な い 事 故 で あ る こ と の 立 証 責 任 を 保 険 金 請 求 者 が 負 う と い う 理 由 に 、
約 款 で 偶 然 な 事 故 と 規 定 さ れ る こ と に 求 め て い る 点 に つ い て 、 オ ー ル ・ リ ス ク 型 の 保
険 が 保 険 事 故 の 態 様 を 問 わ な い と し て 保 険 事 故 を 拡 大 し た 趣 旨 に 反 す る と 批 判 し 、 こ
の 約 款 に い う 偶 然 性 と は 商 法 6 2 9 条 に い う 偶 然 性 と 同 じ く 、 保 険 契 約 時 に お け る 偶 然 性
を 意 味 す る も の と 解 釈 す べ き と し て い る 。
鄭 山 - ド 友 信 「 オ ー ル ・ リ ス ク 損 害 保 険 と 保 険 金 請 求 訴 訟 に お け る 立 証 責 任 の 分 配 」 川 井 健 ・
田 尾 桃 二 編 「 転 換 期 の 取 引 法 一 取 引 法 判 例 1 0 年 の 軌 跡 」 （ 商 事 法 務 ､ 2 0 “ 年 ) 5 1 9 頁 参 照 。
山 下 は 、 各 損 害 保 険 の 約 款 の 規 定 か ら 保 険 事 故 の 規 定 の 仕 方 を 規 準 と し て 3 類 型 を 示
し て い る 。 新 井 ・ 前 掲 注 3 1 ･ 1 0 5 頁 参 照 。 新 井 は 、 山 下 の 分 類 を 、 ① 第 1 類 型 ： 具 体 的
事 故 列 挙 型 、 ② 第 2 類 型 ： ① ＋ そ の 他 偶 然 な 事 故 型 、 ③ 第 3 類 型 ： す べ て の 偶 然 な 事
故 型 、 と 要 約 し 、 本 件 が 第 3 類 型 で あ り 、 山 下 の 「 保 険 者 負 担 説 」 を 採 っ て い る こ と
を 踏 ま え た う え で 、 本 妓 判 に よ り 、 鮫 高 裁 は 損 害 保 険 の 3 類 型 の す べ て に つ い て 、 そ
の ﾘ 故 の 偶 発 性 の 立 証 責 任 問 題 に つ き 保 険 者 負 担 説 を 採 る こ と を 明 ら か に し た と し て
い る 。
3 1 福 I I I 前 掲 注 3 1 ． 3 2 8 頁 参 照 。 福 田 は 、 本 妓 判 の 読 み 方 と し て 、 オ ー ル リ ス ク 型 の 保 険 で
あ っ て も 、 そ の 損 害 の 原 因 が 「 火 災 」 や 「 落 雷 」 な ど の よ う に 、 事 柄 の 性 質 上 「 偶 発 性 」
を 内 包 し た も の で あ れ ば 、 そ の 発 生 と 損 害 と の 間 の 因 果 関 係 を 立 証 す れ ば 足 り 、 「 偶 発
性 」 の 立 証 を 敢 え て 必 要 と し な い と 制 限 的 に 述 べ て い る と 理 解 す る こ と も 可 能 と し て
い る 。 ま た 、 オ ー ル リ ス ク 型 の 保 険 は 内 容 が 幅 広 く 、 山 下 が 火 災 保 険 の 範 囲 を 拡 大 し
た も の で あ れ ば 、 そ れ は む し ろ 火 災 保 険 に お け る 原 則 を 前 提 と す べ き と す る 。
鰯 新 井 前 掲 注 3 1･ 1 0 5 頁 参 照 。 新 井 は 、 本 妓 判 の 射 程 を 火 災 に 限 定 し て 理 解 す る 福 田 説 に
つ い て 、 保 険 酬 故 を 包 括 的 に 定 め る 約 款 規 定 の 解 釈 か ら そ れ を 批 判 し て い る 。 ま た 、
テ ナ ン ト 総 合 保 険 等 に 関 し て 「 盗 難 」 が 争 点 と な っ た 場 合 に も 、 事 故 の 偶 然 性 の 立 証
f f 任 の 所 在 に つ き 、 股 尚 裁 は 本 雌 判 と 同 じ 判 断 を 下 す 可 能 性 が 極 め て 商 い と 主 張 し て
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に は 、 こ れ が そ の ま ま 射 程 さ れ る か は 疑 問 の 余 地 が あ り 、 次 の 車 両 保 険 の
｢ 盗 難 」 を 扱 っ た 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 等 を 考 慮 す れ ば 、 判 断 が 異 な る こ
と も あ り 得 る の で は な い か と 考 え ら れ る 3 6 。
( 5 ) 最 － 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 1 0 6 頁 （ 車 両 保 険 ： 盗 難 ）
最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 1 0 6 頁 （ 同 月 日 に 別 判 決 が あ る の で 、
以 下 、 「 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 」 と い う ） は 、 最 判 平 成 1 8 年 6
月 を 受 け て 、 車 両 盗 難 に 関 す る 判 断 が 待 た れ て い た が 、 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 に
最 高 裁 第 三 小 法 廷 の 判 決 （ 以 下 、 「 最 三 判 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 」 と い う ) 、 同 年
4 月 2 3 日 に 同 第 一 小 法 廷 か ら 車 両 保 険 の 盗 難 事 故 に 関 す る 2 つ の 判 決 が だ さ
い る 。 福 田 前 掲 注 3 1 . 3 2 8 頁 参 照 ◎ 福 田 は 、 保 険 金 請 求 訴 訟 に お け る 立 証 責 任 の 分 配 は 、
商 法 の 規 定 を 前 提 と し て 、 対 象 と な っ た 保 険 の 種 類 、 約 款 、 さ ら に 立 証 の 程 度 も 含 め
て 検 討 が 必 要 な 重 要 課 題 と す る 。 そ し て 、 そ の 示 唆 と し て 、 最 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 前
に 出 さ れ た 、 さ い た ま 地 判 平 成 1 9 年 1 月 1 7 日（ 裁 判 所 ウ ェ ブ サ イ ト 掲 赦 ） を 指 摘 し て
い る 。 同 地 判 の 「 保 険 契 約 者 の 故 意 の 主 張 立 証 資 任 」 に つ い て は 、 山 下 説 に 拠 っ て い
る が 、 「 盗 難 」 に 関 す る 判 断 は 、 次 の 通 り で あ る 。 「 本 件 保 険 契 約 に 基 づ き 「 盗 難 」 事
故 が あ っ た と し て 保 険 金 を 請 求 す る 者 は 、 事 故 の 発 生 が 保 険 契 約 者 等 の 意 思 に 基 づ か
な い も の で あ る こ と に つ い て 主 張 立 証 す べ き 責 任 を 負 わ ず 、 保 険 契 約 者 等 の 故 意 に よ っ
て 保 険 事 故 が 発 生 し た こ と は 、 保 険 者 に お い て 、 免 責 事 由 と し て 主 張 立 証 す べ き 責 任
を 負 う も の と 解 す る の が 相 当 で あ る 。 も っ と も 、 保 険 事 故 の 発 生 そ の も の は 、 保 険 金
請 求 者 が 主 張 立 証 責 任 を 負 う べ き も の で あ る か ら 、 原 告 は 、 本 件 約 款 第 1 条 < l > に い
う 「 盗 難 」 事 故 が 発 生 し た こ と に つ い て 、 主 張 立 証 す べ き 責 任 を 負 う も の と い う べ き
で あ る 。 し か し 、 車 両 の 「 盗 難 」 と は 、 意 に 反 し て 車 両 を 持 ち 去 ら れ た こ と で あ り 「 意
に 反 し て 」 と は 、 「 偶 発 的 に 」 と 同 義 で あ っ て 、 こ の 偶 発 性 に つ い て は 、 上 記 の と お り 、
原 告 の 主 張 立 証 責 任 に は 属 し な い か ら 、 原 告 が 車 両 「 盗 難 」 の 保 険 事 故 が あ っ た と し
て 主 張 立 証 す る 必 要 が あ る の は 、 「 車 両 が 第 三 者 に よ り 持 ち 去 ら れ た こ と 」 と 解 す る の
が 相 当 で あ る 。 そ し て 、 こ れ に 対 し 被 告 は 、 そ の よ う な 車 両 持 ち 去 り が 存 在 す る こ と
を 否 認 し 、 あ る い は 、 そ の よ う な 車 両 持 ち 去 り が 存 在 し た と し て も 、 そ れ が 保 険 金 請
求 者 に と っ て 偶 発 的 な も の と は い え な い こ と 、 す な わ ち 、 そ れ が 原 告 の 故 意 に よ り 発
生 し た も の で あ る こ と を 主 張 立 証 す べ き こ と に な る ｣ 。
謡 滝 澤 前 掲 注 3 0 ． 7 頁 参 照 。 滝 澤 も 福 田 同 様 に 、「 盗 難 」 に 関 す る 特 異 性 に 着 目 し 、 保 険
金 請 求 者 が 盗 難 事 故 の 事 実 を 主 張 す る 一 環 で 、 そ の 偶 発 性 に つ い て 、 主 張 立 証 す べ き
余 地 が あ る こ と を 指 摘 し て い る 。
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 7 1
れ た が 3 7 、 そ の う ち の 一 つ で あ る 3 8 ．
最 三 判 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 で は 、 原 審 が 「 本 件 保 険 契 約 に 基 づ き 保 険 金 を 請
求 す る 者 は 、 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 そ の 他 偶 然 な 事 故 の 発 生 を 主 張 、 立 証 す べ
き 責 任 を 負 担 す る も の と 解 さ れ る 」 と し た 上 で 、 「 本 件 の 具 体 的 事 情 を 総 合
す れ ば 、 本 件 車 両 を 持 ち 去 っ た 人 物 が 被 保 険 者 で あ る 上 告 人 と 全 く 無 関 係 の
第 三 者 と し て こ れ を 窃 取 し た も の で は な く 、 保 険 金 請 求 者 と 意 を 通 じ て い た
の で は な い か と の 疑 念 を 払 拭 す る こ と が で き な い 」 と し て 、 「 保 険 金 請 求 者
は 、 本 件 車 両 持 ち 去 り が 盗 難 そ の 他 偶 然 な 事 故 に よ る も の で あ る こ と を 証 明
す る に 至 っ て い な い 」 と し て 請 求 を 棄 却 し た 。
こ れ に 対 し 、 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 で は 、 こ れ ま で の 判 例 の
状 況 ど お り に 、 本 件 車 両 保 険 の 盗 難 事 故 に お い て も 、 商 法 6 2 9 条 及 び 同 法 6 4 1
条 の 規 定 が 適 用 さ れ る こ と を 確 認 し た 上 で 、 車 両 盗 難 と い う 保 険 事 故 に つ い
て 、 本 件 約 款 の 条 項 に 基 づ い て 「 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 者 は 、 被 保 険
自 動 車 の 持 ち 去 り が 被 保 険 者 の 意 思 に 基 づ か な い も の で あ る こ と を 主 張 、 立
証 す べ き 責 任 を 負 う も の で は な い 」 と 確 認 し 、 最 三 判 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 と 同
様 の 論 理 を 展 開 し た 。
た だ し 、 最 － 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 は 、「 盗 難 」 と い う 保 険 事 故
の 主 張 立 証 責 任 の 分 配 に つ い て 、 「 保 険 金 請 求 者 は 、 「 被 保 険 者 以 外 の 者 が 被
保 険 者 の 占 有 に 係 る 被 保 険 自 動 車 を そ の 所 在 場 所 か ら 持 ち 去 っ た こ と 』 と い
う 盗 難 の 外 形 的 な 事 実 を 主 張 、 立 証 す る 責 任 を 免 れ る も の で は な い 」 と し 、
そ の 外 形 的 な 事 実 に つ い て 、 「 ｢ 被 保 険 者 の 占 有 に 係 る 被 保 険 自 動 車 が 保 険 金
請 求 者 の 主 張 す る 所 在 場 所 に 置 か れ て い た こ と 」 及 び 「 被 保 険 者 以 外 の 者 が
そ の 場 所 か ら 被 保 険 自 動 車 を 持 ち 去 っ た こ と 」 と い う 事 実 か ら 構 成 さ れ る も
の と い う べ き で あ る 」 と し て 、 盗 難 の 外 形 的 事 実 の 内 容 に つ い て 、 最 三 判 平
瀞 7 豊 浦 前 掲 注 1 0 ． 6 2 頁 参 照 。
郡 前 掲 注 7 参 照 。
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成 1 9 年 4 月 1 7 日 の 判 断 よ り も 更 に 踏 み 込 ん で い る 3 9 。
ま た 、 最 一 判 平 成 l 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 は 、 原 審 が 「 外 形 的 、 客 観 的 に
み て 第 三 者 に よ る 持 ち 去 り と し て 矛 盾 の な い 状 況 」 が 立 証 さ れ れ ば 、 盗 難 の
事 実 が 推 定 さ れ る と し た 上 で 、 本 件 で は 、 「 矛 盾 の な い 状 況 」 が 立 証 さ れ て
い る の で 、 盗 難 の 事 実 が 推 定 さ れ る と し た 点 に つ い て 、 保 険 金 請 求 者 は 盗 難
と い う 保 険 事 故 の 発 生 と し て そ の 外 形 的 事 実 を 立 証 し な け れ ば な ら な い と こ
ろ 、 単 に 「 矛 盾 の な い 状 況 」 を 立 証 す る だ け で は 盗 難 の 外 形 的 な 事 実 を 合 理
的 な 疑 い を 超 え る 程 度 ま で 立 証 し た こ と に は な ら な い こ と を 明 示 し た 4 0 0
砂 メ I & 三 判 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 民 集 6 1 巻 3 号 1 0 2 6 頁 に お け る 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 に つ い て
は 、 本 件 車 両 が 上 告 人 以 外 の 何 者 か に よ っ て 、 上 記 駐 車 場 か ら 持 ち 去 ら れ 、 そ の 持 ち
去 I ) の 状 況 は 、 駐 車 場 に 設 世 さ れ た 防 犯 ビ デ オ に よ り 撮 影 さ れ て い た 事 実 が 認 め ら れ
る 。
M ’ 本 判 例 の 評 釈 と し て 、 野 口 恵 三 「 ( 1 ) 家 庭 用 総 合 自 動 車 保 険 に お い て 、 被 保 険 自 動 車
が 盗 難 に よ り 扱 害 が 生 じ た と し て 保 険 金 の 支 払 い を 請 求 す る 者 は 、 被 保 険 者 以 外 の 者
が 、 そ の 自 動 車 を そ の 占 有 場 所 か ら 持 ち 去 っ た と い う 外 形 的 な 事 実 だ け で な く 、 そ の
n 動 車 の 持 ち 去 り が 被 保 険 者 の 意 思 に 基 づ か な い も の で あ る こ と ま で 主 張 立 証 す る 必
要 が あ る か 。 ま た 、 ( 2 ) 一 般 自 動 車 総 合 保 険 に お い て 、 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 を 理 由 に 車
両 保 険 金 を 請 求 す る 際 に 、 被 保 険 者 が 主 張 立 証 す べ き 「 盗 難 の 外 形 的 事 実 」 と は 何 か 」
N B L 8 5 7 号 7 1 頁 、 石 田 満 「 車 両 条 項 の 盗 難 の 主 張 立 証 責 任 」 損 害 保 険 研 究 6 9 巻 2 号 2 6 5 頁 、
蝋 浦 伸 隆 「 保 険 金 諭 求 意 見 に お け る 故 意 等 の 立 証 責 任 に 関 す る 最 高 裁 判 例 の 系 譜 一 車
i " 縦 雌 に 関 す る 雌 高 裁 平 成 1 9 年 4 月 1 7 日 判 決 及 び 同 4 月 2 3 日 判 決 の 位 置 づ け に つ い て 」
判 例 タ イ ム ズ 1 2 4 8 号 6 2 頁 、 永 石 一 郎 「 車 両 保 険 に お け る 盗 難 保 険 事 故 の 偶 発 性 に つ い
て の 主 張 立 証 黄 任 」 金 融 ・ 商 事 判 例 1 2 7 9 号 2 頁 、 山 野 嘉 朗 「 ｢ 衝 突 、 接 触 … そ の 他 偶
然 な 事 故 」 及 び 「 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 」 を 保 険 事 故 と し て 規 定 し て い る 一 般 自 動 車 総
合 保 険 の 約 款 に 韮 づ き 上 記 盗 難 に あ た る 盗 難 事 故 が 発 生 し た と し て 車 両 保 険 金 の 支 払
を 諦 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 然 性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 」 判 例 時 報 1 9 8 7 号 2 0 0 頁 、
1 I 1 本 祈 生 「 I I [ 両 保 険 に お け る 盗 難 事 故 の 主 張 立 証 責 任 」 損 害 保 険 研 究 7 0 巻 2 号 1 5 7 頁 、
伊 勢 H 1 道 仁 「 車 両 盗 難 保 険 の 立 証 黄 任 に 関 す る 二 つ の 鎧 高 裁 判 決 」 法 と 政 治 5 9 巻 2 号
1 8 7 頁 ､ 藤 田 前 掲 注 1･ 7 3 頁 、 草 野 真 人 「 l「 衝 突 . 接 触 … … そ の 他 偶 然 な 事 故 」 及 び 「 被
保 険 自 励 l l i の 溢 難 」 を 保 険 事 故 と し て 規 定 し て い る 家 庭 用 総 合 自 動 車 保 険 約 款 に 基 づ
き I : 記 盗 難 に 当 た る 保 険 邪 故 が 発 生 し た と し て 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お
け る ﾘ ; 故 の 偶 発 性 に つ い て の 主 張 立 証 寅 任 （ ① ② 事 件 ） 2 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 を 理
1 1 1 に ' l m i j 保 険 金 を 請 求 す る 者 が 主 張 立 証 責 任 を 負 う 盗 難 の 外 形 的 事 実 に つ い て 単 に 「 外
形 的 ・ 容 観 的 に み て 第 三 背 に よ る 持 ち 去 り と み て 矛 盾 の な い 状 況 」 を 立 証 す る だ け で
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 7 3
こ の 最 判 に 対 し 、 こ れ ま で の 判 例 の 流 れ か ら 、 「 車 両 持 ち 去 り の 目 撃 者 や
そ れ を 撮 影 す る ビ デ オ カ メ ラ が 無 い 場 合 に は 、 保 険 金 請 求 者 は 外 形 的 事 実 の
証 明 が 困 難 で あ り 、 実 質 的 に は 、 保 険 金 請 求 者 に 偽 装 盗 難 事 故 で な い こ と の
立 証 責 任 を 課 し た の と 大 差 な い で は な い か 」 と の 批 判 も 認 め ら れ る 4 1 ．
こ の 点 に つ い て 、 同 事 案 に 深 く 係 っ た 調 査 担 当 官 が 「 外 形 的 な 事 実 を 裏 付
け る 証 拠 が 被 保 険 者 の 供 述 し か な い よ う な 事 例 に お い て も 、 こ れ に 反 す る 証
拠 が な い か 又 は 弱 く 、 そ の 供 述 の 信 用 性 が 維 持 さ れ て い る よ う な 場 合 に は 上
記 の 外 形 的 事 実 が 認 定 さ れ る こ と も あ り 得 る 」 と の 見 解 を 示 し て い る 4 2 ・
藤 田 哲 に よ れ ば 、 本 件 の 差 戻 審 判 決 （ 裁 判 例 未 搭 載 ） は 、 各 車 両 の 盗 難 が
被 保 険 者 ら の 意 思 に 基 づ く も の で あ る か に つ い て 、 次 の よ う に 判 断 し た と さ
れ る 4 3 。
「 ( 原 審 の 認 定 し た 事 実 関 係 か ら す れ ば ） 控 訴 人 ら が 保 険 金 を 詐 取 す る 目 的
で 第 三 者 を し て 本 件 駐 車 場 か ら 持 ち 去 ら せ た も の で あ る こ と が 推 認 す る こ と
が で き 、 本 件 各 車 両 の 持 ち 去 り は 控 訴 人 ら の 意 思 に 基 づ く も の で あ る と 認 め
る こ と が で き る 。 な お 、 控 訴 人 ら は 、 本 件 各 車 両 を 使 用 す る 計 画 が あ っ た と
か 、 そ れ ぞ れ 本 件 各 車 両 に 愛 着 を も ち 、 日 常 生 活 上 の 必 需 品 と な っ て い た と
主 張 す る が 、 上 記 認 定 判 断 に 照 ら し 、 採 用 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 本 件
各 車 両 に 対 し 、 本 件 盗 難 事 故 の 直 近 ま で 修 理 が さ れ て い る こ と を 考 慮 し て
も 、 上 記 認 定 判 断 を 覆 す に 足 り な い 。 控 訴 人 ら は 、 本 件 盗 難 事 故 が プ ロ の 窃
盗 団 に よ る の み な ら ず 、 暴 走 族 等 が 乗 り 回 し の た め に 持 ち 去 っ た 可 能 性 も 考
慮 す べ き で あ る と 主 張 す る 。 し か し な が ら 、 本 件 各 車 両 は い ず れ も 年 式 が 古
盗 難 の 事 実 が 推 定 さ れ る と し た 原 審 の 判 断 に は 違 法 が あ る と さ れ た 事 例 （ ② 事 件 ) 」 別
冊 判 例 タ イ ム ズ 2 2 号 1 7 4 頁 参 照 。
4 1 山 野 前 掲 注 4 0 ． 2 0 7 頁 参 照 。
4 2 高 橋 譲 「 平 成 1 9 . 4 . 1 7 , 3 小 判 「 衝 突 , 接 触 … そ の 他 偶 然 な 事 故 」 及 び 『 被 保 険 自 動 車 の 盗
難 j を 保 険 事 故 と し て 規 定 し て い る 家 庭 用 総 合 自 動 車 保 険 約 款 に 基 づ き 上 記 盗 難 に 当
た る 保 険 事 故 が 発 生 し た と し て 車 両 保 険 金 の 支 払 を 請 求 す る 場 合 に お け る 事 故 の 偶 発
性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 ・ 曹 時 6 2 巻 4 号 9 1 5 頁 参 照 。
4 3 藤 田 前 掲 注 1． 8 8 頁 参 照 。
1 7 4 鹿 児 烏 経 済 論 集 第 5 9 巻 第 2 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
い 車 両 で あ る こ と 、 本 件 駐 車 場 の 位 置 関 係 、 夜 間 に 本 件 各 車 両 を 窃 取 す る に
は 相 当 の 音 量 が 予 想 さ れ る と こ ろ 、 本 件 盗 難 事 故 当 時 異 常 に 気 付 い た 者 が い
な か っ た こ と 、 乗 り 回 し 目 的 で 二 台 同 時 に 持 ち 去 り 、 そ の 内 の 一 台 を 約 一 年
間 程 度 も 乗 り 回 し た う え で 焼 殿 す る と い う の は 不 自 然 で あ る こ と 等 に 照 ら す
と 。 控 訴 人 ら の 上 記 主 張 は 採 用 で き な い ｣ 。
こ の 差 戻 審 判 決 で は 、 盗 難 事 故 の 矛 盾 の な い 状 況 の 認 定 か ら 一 転 し て 、 被
保 険 自 動 車 の 持 ち 去 り が 被 保 険 者 ら の 意 思 に 基 づ く も の で あ る と の 踏 み 込 ん
だ 判 断 を 行 っ て い る 。
し た が っ て 、 車 両 保 険 に お い て 、 「 車 両 盗 難 」 の 保 険 事 故 に 関 し て は 、 偽
装 盗 難 事 故 が 強 く 疑 わ れ る よ う な ケ ー ス は 、 単 に 第 三 者 の 持 ち 去 り に つ い て
矛 盾 の な い 状 況 が あ っ た こ と を 主 張 す る だ け で な く 、 盗 難 の 外 形 的 事 実 を 合
理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 の 主 張 立 証 が 保 険 金 請 求 者 に 課 さ れ て い る こ と に な
る 。 こ れ は 、 こ れ ま で の 損 害 保 険 の 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 が 負
わ な い と す る 最 判 の 流 れ と 異 に し て い る 。
す な わ ち 、 車 両 盗 難 事 案 で は 、 保 険 金 請 求 者 が 「 盗 難 事 故 の 発 生 」 に つ い
て は 少 な く と も 立 証 が 求 め ら れ る 。 何 故 な ら 、 保 険 の 目 的 で あ る 被 保 険 自 動
車 が 盗 難 に 遭 っ た こ と を 推 認 さ せ る 外 形 的 事 実 さ え 証 明 が 不 要 と い う こ と に
な れ ば 、 そ も そ も 車 両 盗 難 と い う 保 険 事 故 が 発 生 し た こ と さ え 不 明 と な り 、
請 求 原 因 と し て の 保 険 事 故 の 発 生 を 摘 示 す る こ と が 困 難 だ か ら で あ る 偶 。
こ れ は 、 保 険 事 故 の 立 証 責 任 に つ い て 、 事 故 の 態 様 に よ っ て は 、 そ の 態 様
に 応 じ た も の が 必 要 で あ り 、 さ ら に モ ラ ル リ ス ク と の 距 離 の 近 い 事 案 で は 、
立 証 責 任 の 分 配 は 適 宜 変 化 す る と 考 え る の が 論 理 的 帰 結 で あ る と 考 え ら れ
る 4 5 o
棚 豊 浦 前 掲 注 l O ･ 7 5 頁 参 照 。 蝦 浦 は 、 車 両 保 険 に 係 る 2 つ の 最 判 平 成 l 8 年 6 月 後 の 下 級
審 （ 名 古 屋 地 判 平 成 1 8 年 1 0 月 5 日 ［ 平 成 1 7 年 （ ワ ） 第 6 8 号 ・ 保 険 金 請 求 事 件 ]( 運 送 保
険 の 盗 難 事 案 ） を 引 用 し 、 「 外 形 説 」 ( l l l 下 前 掲 注 3 3 ･ 5 1 9 頁 ） を 説 明 し て い る 。
‘ 5 豊 浦 前 掲 注 l O ･ 7 4 頁 参 照 。 挫 浦 は 、「 溢 難 説 」 の 説 明 の 中 で 、 岐 判 平 成 1 6 年 1 日 と 同 6
日 は 、 保 険 金 請 求 者 が 「 那 故 の 発 生 が 被 保 険 者 の 意 思 に 基 づ か な い も の で あ る こ と 」
H 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 寅 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 l 7 5
最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 で は 、 盗 難 事 故 の 外 形 的 事 実 の 立 証 責
任 を 被 保 険 者 に 負 わ せ て い る が 、 と り わ け 、 「 第 三 者 に よ る 被 保 険 自 動 車 の
持 ち 去 り ｣ ‘ ' 6 と い う こ と は 、「 自 己 の 意 思 に よ ら ず に 被 保 険 自 動 車 を 喪 失 し
た 」 と い う こ と に 他 な ら ず ' 7 ， 実 質 的 に は 、 「 盗 難 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 」
が 保 険 金 請 求 者 に 転 換 さ れ て い る か 、 結 果 と し て 、 保 険 者 の 「 被 保 険 者 に よ
る 故 意 」 に 関 す る 立 証 責 任 が 緩 和 さ れ て い る と も 考 え ら れ る ｡ 1 8 ．
そ れ が 言 い 過 ぎ と し て も 、 少 な く と も 最 判 は 、 「 盗 難 」 と い う 事 故 の 特 殊
性 に 鑑 み て 、 モ ラ ル リ ス ク の 排 除 の 観 点 4 9 か ら 、 盗 難 の 外 形 的 事 実 を 合 理 的
な 疑 い を 超 え る 程 度 の 主 張 立 証 責 任 を 被 保 険 者 に 負 わ せ た こ と は 注 目 に 値 す
の 主 張 立 証 黄 任 を 負 わ な い と し て い る が 、 事 故 の 発 生 自 体 に つ い て 主 張 立 証 責 任 を 負
わ な い と し て い る 訳 で は な い と い う l 司 説 の 主 張 を 紹 介 し て い る 。
i 6 滝 澤 前 掲 注 3 0 ． 8 頁 参 照 。 滝 澤 は 、 裁 判 実 務 に お い て 、 当 該 保 険 金 の 不 正 請 求 が 問 題 と
な る 多 く の 場 合 に 被 保 険 者 が 被 保 険 自 動 車 を 自 ら 隠 匿 し て い る の で は な い か と の 反 証
よ り も 、 第 三 者 と 共 謀 し て 当 該 第 三 者 に 被 保 険 自 動 車 を 隠 匿 さ せ て い る の で は な い と
の 反 証 が 少 な く 、 こ の 場 合 で も な お 、 被 保 険 自 動 車 の 盗 難 と い う 外 形 的 な 事 実 は 認 め
ら れ る と 指 摘 し て い る 。
1 7 藤 I I l･ 前 掲 注 l･ 1 0 6 頁 参 照 。 藤 田 は 、「 盗 難 」 と は 一 般 に 、 「 占 有 者 の 意 思 に 反 し て 財
物 の 占 有 を 移 転 す る 」 こ と と 解 釈 さ れ て い る （ 前 田 雅 葵 「 刑 法 各 論 講 義 ［ 第 3 版 ］ （ 東
京 大 学 出 版 会 ) 1 7 8 頁 な ど ） と し た 上 で 、 雄 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 が 、 そ の よ う に 解 釈 せ
ず に 、 「 第 三 者 に よ る 財 物 の 移 転 」 と 解 釈 し た 点 に つ き 、 次 の よ う に 指 摘 し て い る 。 す
な わ ち 、 盗 難 を 「 占 有 者 の 意 思 に 反 し て 財 物 の 占 有 を 移 転 す る 」 と 考 え れ ば 、 占 有 者
で あ る 被 保 険 者 の 意 思 に 反 し て 被 保 険 自 動 車 を 持 ち 去 ら れ た こ と が 保 険 金 請 求 権 の 支
払 要 件 と な り 、 結 局 、 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 が 負 う こ と に な っ て し ま う 。
そ こ で 、 鹸 判 は 、 損 害 保 険 の 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 は 負 わ な い と す る 従
前 の 般 判 と 矛 盾 し な い よ う に 、 「 盗 難 」 の 概 念 ・ 解 釈 を 変 え た と 推 定 し て い る 。
I M I I I 本 前 掲 注 4 0 ･ 1 6 2 頁 参 照 。 山 本 は 、 本 鹸 判 の 判 旨 は 、 経 験 則 違 反 を 問 題 と す る の で は
な く 、 実 質 的 に 立 証 責 任 の 分 配 に 反 す る こ と を 問 題 に し て い る と 指 摘 し て い る 。
I ， 滝 深 前 掲 注 3 0 ． 8 頁 参 照 。 自 ら も 裁 判 官 で あ る 滝 澤 は 、 要 は 盗 難 の 事 実 に 対 す る 反 証 の
右 雌 ・ 程 度 に 帰 す る 問 題 と し た 上 で 、 本 妓 判 の 原 判 決 の 理 由 な ど か ら 、 裁 判 実 務 が 保
険 金 の 不 正 講 求 の 処 理 に 腐 心 し て い る こ と が 窺 え る こ と を 指 摘 し て い る 。 栗 田 前 掲 注
3 0 ･ 1 0 3 頁 参 照 。 栗 田 は 、 本 雌 判 の 背 景 と し て 、 車 両 盗 難 の 偽 装 の 方 法 ･ 手 口 が 巧 妙 化 し 、
保 険 者 が 被 保 険 者 な ど の 故 意 を 立 証 す る こ と が 益 々 困 難 に な っ て お り 、 保 険 金 の 不 正
講 求 と 疑 わ れ る 事 案 が 後 を 絶 た な い 状 況 を 勘 案 し た 結 果 と の 指 摘 を 行 っ て い る 。
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る 5 0 。
こ の 結 果 、 傷 害 保 険 に つ い て は 、 保 険 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 被 保 険 者
が 負 い 、 物 保 険 （ 火 災 保 険 や 車 両 保 険 な ど ） に つ い て は 、 保 険 事 故 の 偶 然 性
の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 が 負 わ ず 、 故 意 免 責 の 立 証 責 任 を 保 険 者 が 負 う と い う
法 解 釈 が 概 ね 確 立 し た も の と 考 え ら れ る 5 ' 。
も っ と も 、 被 保 険 者 は 「 保 険 事 故 の 発 生 」 に つ い て 、 合 理 的 な 疑 い を 超 え
る 程 度 の 主 張 立 証 責 任 を 負 う と 考 え ら れ 、 と り わ け 、 盗 難 事 故 に つ い て は 、
そ の 外 形 的 事 実 （ 特 に 第 三 者 に よ る 被 保 険 自 動 車 の 持 ち 去 り ） の 主 張 立 証 責
任 を 負 う 艶 と 整 理 し て 良 さ そ う で あ る 5 3 。
釦 伊 勢 田 前 掲 注 4 0 ． 6 3 4 頁 参 照 。 伊 勢 田 は 、 判 旨 よ り「 盗 難 の 外 形 的 事 実 」 と い う 保 険 事
故 発 生 の 高 度 の 蓋 然 性 が ク リ ア で き な い か ぎ り 、 結 局 、 保 険 事 故 発 生 の 証 明 が な い と
い う 事 実 認 定 に な る 可 能 性 が 高 い と 指 摘 し て い る 。
5 】 滝 澤 前 掲 注 3 0 ･ 9 頁 参 照 。 滝 澤 は 、 平 成 1 6 年 1 2 月 （ 火 災 保 険 ） 乃 至 平 成 1 8 年 9 月 （ テ ナ
ン ト 総 合 保 険 ） の 一 連 の 最 判 よ り 、 裁 判 実 務 的 に は 損 害 保 険 一 般 に つ き 、 事 故 の 偶 然
性 に つ い て の 主 張 立 証 責 任 の 帰 属 を め ぐ る 最 高 裁 の 判 断 が 明 ら か に さ れ た も の と 受 け
と め る こ と が で き る と し た 上 で 、 各 最 判 平 成 1 8 年 の 是 非 と い う 次 元 で は 、 最 判 平 成 1 3
年 が 示 し て い た モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 見 地 か ら み れ ば 、 事 故 の 偶 発 性 に つ い て 保 険 金 請
求 者 に 主 張 立 証 責 任 が あ る と 解 し た ほ う が 妥 当 な 場 合 も あ る と し 、 平 成 1 9 年 4 月 の 各
最 判 を 踏 ま え 、 本 問 題 に つ い て 一 連 の 最 判 を 「 判 例 法 」 と し て の 形 成 は 流 動 的 と し て
い る 。
認 滝 澤 前 掲 注 3 0 ． 8 頁 参 照 。 こ の 最 判 の 保 険 事 故 の 偶 然 性 に 係 る 立 証 責 任 の 再 転 換 と も い
う べ き 、 最 高 裁 の 判 断 に つ い て 、 滝 澤 は 、 保 険 金 請 求 権 の 発 生 要 件 の う ち に 保 険 事 故
の 偶 発 性 あ る い は 非 人 為 性 を 取 り 込 む こ と と 、 保 険 金 支 払 の 免 責 事 由 と し て 保 険 事 故
の 偶 発 性 あ る い は 非 人 為 性 を 取 り 込 ま れ て い る こ と は 、 そ れ ら が 認 め ら れ る 場 面 が そ
れ ぞ れ 異 な る の で 、 理 論 的 に 矛 盾 す る も の で は な い と し て い る 。
鋤 こ れ ら の 保 険 種 目 や 事 故 態 様 に よ っ て 微 妙 に 相 違 す る 点 に つ い て は 、 筆 者 の モ ラ ル リ
ス ク 対 策 と い う 保 険 実 務 上 の 経 験 則 に 照 ら せ ば 次 の よ う に 理 解 で き る 。 す な わ ち 、 物
保 険 に つ い て は 、 そ の 有 体 物 の 損 傷 状 況 か ら 、 被 保 険 者 が 主 張 す る 「 保 険 事 故 の 発 生 」
と の 整 合 性 を 中 心 に 、 そ の 真 偽 に つ い て 概 ね の 心 証 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ に 対 し
「 盗 難 」 事 故 に お い は 、 そ の 有 体 物 自 体 が 不 存 在 で あ り 、 保 険 者 側 の 立 証 活 動 は 他 の 事
故 態 様 よ り も 困 難 性 が 伴 う 。 ま た 、 傷 害 保 険 で は 、 被 保 険 者 の 人 損 が 他 覚 的 に 明 白 な
裏 づ け が あ る 場 合 は 別 と し て 、 被 保 険 者 の 主 訴 に 基 づ い て 、 医 師 が 傷 病 名 を 付 し た 診
断 が 行 わ れ て る 場 合 （ 診 断 が 行 わ れ か ら こ そ 保 険 金 請 求 が 行 わ れ る ) 、 そ の 診 断 を 凌 駕
す る 立 証 活 動 が 必 要 で あ り 、 保 険 者 側 に 困 難 性 が 生 じ る 。 こ の 結 果 、 物 保 険 に 比 し て 、
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し か し 、 残 さ れ た 損 害 保 険 で あ る 賠 償 責 任 保 険 、 本 稿 に お い て は 対 人 ・ 対
物 賠 償 責 任 保 険 に つ い て は 、 ど の 最 判 が 射 程 さ れ る の か と い う こ と は 課 題 で
あ り 、 次 章 に お い て 検 討 し た い 。
3 ． 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 の 事 故 の 偶 然 性 に つ い て の 考 察
自 動 車 保 険 に お け る 賠 償 責 任 保 険 は 、 対 人 賠 償 責 任 保 険 と 対 物 賠 償 保 険 の
2 種 類 が あ る が 、 こ れ ら は 、 損 害 賠 償 の 対 象 が 人 か 物 の 相 違 で あ る 。 ま た 、
対 人 賠 償 責 任 保 険 は 自 賠 責 保 険 の 認 容 額 を 超 過 す る 部 分 を 対 象 と し 、 所 謂 上
乗 せ 、 上 積 み 保 険 別 と し て 機 能 し て い る 。
そ こ で 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 の 事 故 の 偶 然 性 を 考 察 す る 上 で 、 約 款 上
の 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 に つ い て ま ず は 便 宜 上 、 対 物 賠 償 責 任 保 険 か ら 概
観 す る 。 そ の 上 で 、 そ の 成 立 要 件 と の 関 係 で 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お
け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 に つ い て 考 察 す る 。
( 1 ) 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 の 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件
① 対 物 賠 償 責 任 保 険
対 物 賠 償 責 任 保 険 は 、 各 保 険 会 社 に よ っ て 約 款 上 の 文 言 の 多 少 の 相 違 が 認
め ら れ る が 、 概 ね 損 保 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 が 使 用 す る 約 款 の 文 言 、 「 当 社 は 契
約 自 動 車 の 所 有 、 使 用 ま た は 管 理 に 起 因 し て 、 他 人 の 財 物 を 滅 失 、 破 損 ま た
は 汚 損 す る こ と に よ り 、 被 保 険 者 が 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 担 す る こ と に よ っ
て 被 る 損 害 に 対 し て 、 こ の 対 物 賠 償 責 任 条 項 お よ び 基 本 条 項 に 従 い 、 保 険 金
傷 害 保 険 や 車 両 保 険 （ 盗 難 事 故 ） に お い て は 、 保 険 者 有 利 な 状 況 と な る こ と は 、 論 理
的 帰 結 な の で は な い か と 理 解 さ れ る 。
別 「 上 乗 せ ・ 上 積 み 」 と い う 文 言 は 、 任 意 労 災 保 険 で は 、 政 府 労 災 保 険 の 保 険 金 額 の 増 額
分 を さ す 様 に 思 わ れ る が 、 任 意 自 動 車 保 険 で は 、 自 賠 責 保 険 の 保 険 金 額 の 超 過 部 分 と
自 賠 責 支 払 基 準 に よ る 損 害 認 定 額 の 超 過 部 分 を さ す と 考 え ら れ る 。 ま た 、 自 賠 責 保 険
は 防 御 給 付 が な い 不 完 全 な 賠 償 責 任 保 険 で あ る が 、 そ の 給 付 に つ い て も 対 人 ・ 対 物 保
険 で 担 保 す る こ と に な る 。
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を 支 払 い ま す ｣ 弱 を ベ ー ス と し て 規 定 さ れ る 弱 。
損 保 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 の 約 款 構 成 以 外 の 保 険 会 社 で は 、 「 契 約 自 動 車 の 所
有 、 使 用 ま た は 管 理 に 起 因 し て 、 他 人 の 財 物 を 滅 失 、 破 損 ま た は 汚 損 す る こ
と 」 を 別 途 、 「 対 物 事 故 」 と 定 義 し 「 対 物 事 故 に よ り 」 と い う 文 言 を 使 用 し
て い る が 、 同 一 の 約 款 内 容 と 考 え ら れ る 。
一 方 、 東 京 海 上 日 動 が 使 用 す る 約 款 の 文 言 で は 、 上 述 の よ う に 別 途 「 対 物
事 故 」 の 定 義 と し て 、 「 偶 然 な 事 故 」 と い う 文 言 を 付 加 し て 規 定 5 7 し て い
る 錦 。
つ ま り 、 各 社 の 約 款 に お け る 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 は 、 ( i) 「 契 約 自 動
車 の 所 有 、 使 用 ま た は 管 理 に 起 因 ｣ 、 ( i i ) 「 他 人 の 財 物 を 滅 失 、 破 損 ま た は
汚 損 す る こ と （ 対 物 事 故 ) ｣ 、 ( i i i )「 被 保 険 者 が 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 担 す る
こ と に よ っ て 被 る 損 害 」 と な り 、 東 京 海 上 日 動 で は 、 ( i v )( i i ) の 対 物 事 故
が 「 偶 然 な 事 故 ｣ 、 と い う こ と に な る 。
東 京 海 上 日 動 の 約 款 で は 、 他 社 と 相 違 し 、 事 故 に 「 偶 然 な 」 と い う 文 言 を
敢 え て 付 加 し て い る と み る こ と が で き る こ と か ら 、 同 社 は 被 保 険 者 に 対 物 事
故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 負 わ せ た 約 款 構 成 を 意 図 し て 作 成 し た も の と 看 倣 す
こ と が で き る と 考 え ら れ る 。
ま た 、 全 社 の 約 款 上 の 免 責 規 定 と し て 、 保 険 契 約 者 、 記 名 被 保 険 者 ま た は
こ れ ら の 者 の 法 定 代 理 人 の 「 故 意 」 な ら び に 、 記 名 被 保 険 者 以 外 の 被 保 険 者
" l l l 下 前 掲 注 1 2 ･ 4 2 2 頁 参 照 。l l l 下 は 、 黄 任 保 険 に お け る 保 険 事 故 の 定 め 方 に つ い て 、 ①
黄 任 負 担 方 式 、 ② 諭 求 事 故 方 式 、 ③ 発 見 方 式 に 分 類 す る が 、 実 務 で は 、 ① を 原 則 的 な
方 式 （ 被 保 険 者 が 他 人 に 対 し て 損 害 賠 償 責 任 を 負 っ た こ と を 保 険 事 故 と す る 方 式 ） で
あ る と 説 明 し て い る 。
郡 損 保 ジ ャ パ ン 社 個 人 用 自 動 車 保 険 ［ ご 契 約 の し お り 平 成 3 0 年 1 月 版 ]｢ T H E ク ル マ 保
険 普 通 保 険 約 款 お よ び 特 約 」 6 3 頁 「 第 2 章 対 物 賠 償 責 任 条 項 第 1 条 」 参 照 。
5 7 束 京 海 上 日 勤 社 「 ト ー タ ル ア シ ス ト 」 総 合 自 動 車 保 険 約 款 ( 2 0 1 8 年 1 月 1 日 ～ 始 期 ）
4 9 頁 「 賠 俄 黄 任 条 項 第 1 条 2 項 及 び 同 条 3 項 2 号 」 参 照 。
錦 東 京 海 上 グ ル ー プ の 日 新 火 災 お よ び イ ー デ ザ イ ン 損 保 の 約 款 に は 、 「 偶 然 な 事 故 」 と の
文 言 の 記 赦 は 認 め ら れ な い 。
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 i ' i 任 保 険 に お け る 享 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 7 9
の 「 故 意 」 が あ げ ら れ る 。
② 対 人 賠 償 責 任 保 険
各 社 の 対 人 賠 償 責 任 保 険 で は 、 上 記 対 物 賠 償 責 任 保 険 と 同 様 に 、 約 款 上 、
｢ 当 会 社 は 対 人 事 故 に よ り 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 担 す る こ と に よ っ て 被 る 損
害 」 を 保 険 事 故 に よ る 損 害 と 規 定 す る 。 そ し て 、 「 対 人 事 故 ｣ の 定 義 に つ い て 、
｢ 契 約 自 動 車 の 所 有 、 使 用 、 ま た は 管 理 に 起 因 し て 他 人 の 生 命 ま た は 身 体 を
害 す る こ と 」 と 規 定 し 、 東 京 海 上 日 勤 の 約 款 で は 、 「 対 人 事 故 」 に つ い て 、 「 偶
然 な 事 故 」 と 規 定 さ れ る 5 9 。
( 2 ) 対 人 ・ 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任
ま ず 、 上 述 し た よ う に 東 京 海 上 日 動 の 約 款 （ 以 下 、 「 東 京 海 上 日 動 約 款 」
と い う ） が 「 偶 然 な 」 事 故 を 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 と し て 規 定 さ れ て い る
こ と か ら 、 同 社 の 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お い て 、 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責
任 を 被 保 険 者 が 負 う か 、 と い う 命 題 が 生 じ る " 。 ま た 、 他 社 の 約 款 ( 以 下 、 「 他
社 約 款 」 と い う ） で は 、 「 偶 然 な 」 と い う 文 言 の 規 定 が な い こ と か ら 、 事 故
の 偶 然 性 に つ い て の 立 証 責 任 を 被 保 険 者 が 負 わ な い 、 と い う こ と で よ い か と
い う 命 題 で あ る 。
い ず れ に し て も 、 損 害 保 険 （ 物 保 険 ） の 一 般 的 解 釈 で あ る 保 険 事 故 の 立 証
責 任 に つ い て 被 保 険 者 は 負 わ な い と す る 準 則 が 対 人 ・ 物 賠 償 責 任 保 険 に も 射
程 す る の か と い う 命 題 で あ る 。 そ こ で 、 ま ず は 、 東 京 海 上 日 動 約 款 に つ い て
考 察 し 、 そ の 後 、 他 社 約 款 に つ い て 考 察 し た い 。
① 東 京 海 上 日 動 約 款
東 京 海 上 日 動 社 約 款 に お い て 、 「 対 物 事 故 」 や 「 対 人 事 故 」 の 定 義 と し て 、
鋤 東 京 海 上 日 勤 社 「 ト ー タ ル ア シ ス ト 」 総 合 自 動 車 保 険 約 款 賠 償 責 任 条 項 第 1 条 3 項 1
号 参 照 。
“ 前 述 し た よ う に 、 雌 判 平 成 1 8 年 9 月 の 原 群 で は 、「 偶 然 な 躯 故 」 を 保 険 内 容 と す る テ ナ
ン ト 総 合 保 険 と 「 火 災 」 を 保 険 内 容 と す る 火 災 保 険 が 同 時 に 審 理 さ れ 、 立 証 責 任 の 観
点 か ら 異 な る 判 断 が 行 わ れ た と い う 小 例 が 存 在 す る 。
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｢ 偶 然 な 」 事 故 と 規 定 さ れ て い る 。 こ れ は 「 ご 契 約 の お 車 の 所 有 、 使 用 ま た
は 管 理 に 起 因 し て 生 じ た 偶 然 な 事 故 に よ り 」 、 「 他 人 の 財 物 を 損 壊 す る こ と 」
や 「 他 人 の 生 命 ま た は 身 体 を 害 す る こ と 」 と い う 「 対 物 事 故 」 や 「 対 人 事 故 」
の 定 義 の 中 で 規 定 さ れ る も の で あ る 。
こ れ ら の 事 故 に よ り 「 被 保 険 者 が 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 担 す る こ と に よ っ
て 被 る 損 害 」 を 支 払 う 旨 の 規 定 が さ れ て い る こ と か ら 、 保 険 金 請 求 権 の 成 立
要 件 と し て 、 不 法 行 為 責 任 や 運 行 供 用 者 責 任 の 成 立 要 件 と の 関 係 性 が 高 い 。
す な わ ち 、 約 款 の 文 言 か ら は 、 一 義 的 に は 、 被 保 険 者 に お い て 、 「 対 物 事 故 」
や 「 対 人 事 故 」 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 負 う と の 見 解 も 妥 当 す る の で は な い か
と い う 命 題 が 浮 上 す る 。
こ れ に 対 し 、 訴 訟 と な っ た 場 合 、 上 述 の テ ナ ン ト 総 合 保 険 に 関 す る 最 判 平
成 1 8 年 9 月 の よ う に 、「 『 偶 然 な 事 故 』 を 保 険 契 約 者 等 の 意 思 に 基 づ か な い 事
故 で あ る こ と （ 事 故 発 生 の 偶 発 性 ） を 意 味 す る も の と 解 す る こ と は で き ず 、
本 件 約 款 に 基 づ き 保 険 金 を 請 求 す る も の は 事 故 の 発 生 が 偶 発 的 な も の で あ る
こ と に つ い て 主 張 、 立 証 責 任 を 負 わ な い 」 と の 判 断 に な る の で あ ろ う か 。
あ る い は 、 賠 償 責 任 保 険 が 火 災 保 険 な ど の 物 保 険 と 並 ん で 損 害 保 険 の 中 核
を な す も の で あ る か ら 、 「 こ れ は 、 保 険 契 約 時 に 発 生 す る か ど う か 不 確 定 な
事 故 を 保 険 事 故 と す る こ と を 分 か り や す く 例 示 し て 明 ら か に し た も の で 、 保
険 法 2 条 6 項 （ 損 害 保 険 ） に い う 『 一 定 の 偶 然 の 事 故 j を 本 件 保 険 契 約 に 即
し て 規 定 し た も の と い う べ き で あ る 」 と の 判 断 に な る の で あ ろ う か 。
我 が 国 の 保 険 法 学 説 は 、 保 険 法 2 条 6 項 （ 旧 商 法 6 2 9 条 ） に 定 め る 偶 然 性
と は 、 損 害 保 険 契 約 の 成 立 要 件 と し て の 偶 然 性 、 す な わ ち 、 保 険 契 約 は 保 険
事 故 の 発 生 が 主 観 的 ま た は 客 観 的 に み て 不 確 定 な も の で あ る こ と を 要 す る と
解 す る こ と で 一 致 し て い る と 考 え ら れ て い る 6 ' 。 し た が っ て 、 東 京 海 上 日 動
約 款 に 「 偶 然 な 事 故 」 と の 規 定 が あ っ た と し て も 、 被 保 険 者 が 偶 然 性 の 立 証
責 任 は 負 わ な い と 考 え る の が 通 説 の 立 場 で あ る 。
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し か し な が ら 、 こ の 点 、 私 見 で は 、 東 京 海 上 日 動 約 款 が 損 害 賠 償 責 任 の 成
立 要 件 と 相 俟 っ て 、 「 違 法 性 の あ る 加 害 行 為 が 悪 意 で は な く 、 偶 然 な 事 故 に
基 づ く も の で あ る こ と 」 を 明 確 に す る た め に 敢 え て 「 偶 然 な 事 故 」 と 規 定 し
た と 解 す る こ と が で き る の で は な い か と 考 え ら れ る 。 こ れ は 、 前 述 し た よ う
に 、 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 に お い て 、「 盗 難 」 に 内 在 す る 偶 然
性 に か か わ る 問 題 と 同 様 の 議 論 で あ る 。 こ の 点 、 大 多 数 の 他 社 約 款 に つ い て
考 察 す る こ と で 補 完 し た い 。
② 他 社 約 款
東 京 海 上 日 動 約 款 に も 射 程 す る が 、 他 社 約 款 の 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件
に 、 「 被 保 険 者 が 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 担 す る こ と に よ っ て 被 る 損 害 」 が 認
め ら れ る 。 対 人 賠 償 責 任 保 険 と 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 「 法 律 上 の 賠 償 責
任 」 に つ い て そ の 法 律 上 の 根 拠 が や や 異 な る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 そ れ ぞ
れ に 考 察 す る 。 ま ず は 、 対 物 賠 償 責 任 保 険 に つ い て 考 察 し 、 そ の 上 で 対 人 賠
償 責 任 保 険 に つ い て 考 察 す る 。
( i ) 対 物 賠 償 責 任 保 険
対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 法 律 上 の 賠 償 責 任 は 、 民 法 7 0 9 条 の 不 法 行 為 責
任 に つ い て 想 定 さ れ て い る も の と 考 え ら れ る 。 不 法 行 為 の 行 為 者 が 使 用 者 の
業 務 に 従 事 中 で あ り 、 同 行 為 者 が 記 名 被 保 険 者 で あ る 場 合 、 そ の 使 用 者 も 約
款 上 、 被 保 険 者 の 地 位 に あ り 、 報 償 責 任 で あ る 民 法 7 1 5 条 の 規 定 も 射 程 さ れ
る 。 ま た 、 使 用 者 が 記 名 被 保 険 者 で あ れ ば 、 行 為 者 は 約 款 上 、 許 諾 被 保 険 者
の 地 位 に あ り 、 こ の 場 合 も 同 様 で あ る 。
し か し 、 本 稿 に お け る 命 題 は 行 為 者 ら の 故 意 招 致 に 関 わ る 問 題 で あ る か
ら 、 一 部 の 特 殊 な 事 例 を 除 い て 、 行 為 者 が 業 務 と し て 故 意 招 致 事 故 を 惹 起 さ
せ る こ と は 不 合 理 で あ る か ら 、 本 稿 で の 検 討 は 、 基 本 的 に 民 法 7 0 9 条 を 前 提
に 考 察 す る 。
民 法 7 0 9 条 は 、「 故 意 ま た は 過 失 に よ っ て 他 人 の 権 利 ま た は 法 律 上 保 護 さ れ
る 利 益 を 侵 害 し た 者 は 、 こ れ に よ っ て 生 じ た 損 害 を 賠 償 す る 責 任 を 負 う 」 と
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規 定 さ れ る 。 こ の 規 定 か ら 、 同 条 の 成 立 要 件 の 一 つ と し て 、 「 故 意 ま た は 過
失 」 が 対 物 賠 償 責 任 保 険 と の 関 係 で 注 目 さ れ る 。 す な わ ち 、 約 款 （ 対 物 賠 償
責 任 条 項 ） で は 、 故 意 免 責 の 規 定 が あ る こ と か ら 、 被 保 険 者 が 対 物 事 故 と い
う 保 険 事 故 に お い て 、 法 律 上 の 賠 償 寅 任 を 負 う の は 、 「 被 保 険 者 が 過 失 に よ っ
て 他 人 の 財 物 を 損 壊 し 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 う 」 と い う こ と が 前 提 で あ り 、
保 険 内 容 も そ の よ う に 解 さ れ る 。
そ う す る と 、 被 保 険 者 は 本 質 的 に 、 「 過 失 に よ っ て 他 人 の 財 物 を 損 壊 し た 」
と い う 対 物 事 故 の 立 証 責 任 を 負 っ て い る と 考 え ら れ る 。 つ ま り 、 被 保 険 者 の
行 為 の 本 質 は 、 「 過 失 」 に 基 づ く 違 法 行 為 で な け れ ば な ら ず 、 「 非 故 意 」 で あ
る こ と が 要 請 さ れ る 。 す な わ ち 、 東 京 海 上 日 動 約 款 が 強 調 す る 「 偶 然 な 事 故 」
と 同 義 な の で は な い か と も 考 え ら れ る 。
( i i ) 対 人 賠 償 責 任 保 険
対 人 賠 償 責 任 保 険 は 自 賠 責 保 険 を 超 過 す る 損 害 を 担 保 す る 構 成 に な っ て お
り 、 保 険 制 度 上 、 対 物 賠 償 責 任 保 険 と は 相 違 し て い る 。 し た が っ て 、 対 人 賠
償 保 険 に お け る 「 法 律 上 の 賠 償 責 任 」 は 、 民 法 7 0 9 条 に 加 え 、 ほ ぼ 無 過 失 責
任 （ 中 間 責 任 ） と し て 把 握 さ れ て い る 自 賠 法 3 条 に 関 わ る 考 察 を 加 え る 必 要
が あ る 。
ま ず 、 民 法 7 0 9 条 に つ い て は 、 対 物 賠 償 責 任 保 険 と 同 様 で あ る 。 次 に 、 民
法 7 0 9 条 の 特 別 法 で あ る 自 賠 法 3 条 に つ い て 考 察 す る と 、 そ こ で は 、 加 害 者
は ほ ぼ 無 過 失 責 任 （ 中 間 責 任 ） を 負 っ て お り 、 加 害 者 の 「 過 失 」 に 関 す る 条
文 規 定 は な い 。
し か し な が ら 、 こ こ で 問 題 と な る の が 保 険 金 請 求 権 と の 関 係 に お い て 、 対
人 賠 償 責 任 保 険 を 利 用 し た 偽 装 事 故 の 場 合 は 、 相 手 方 （ 被 害 者 ） と の 共 謀 で
あ る と 考 え ら れ る か ら 、 保 険 金 請 求 権 の 成 立 要 件 と し て 、 自 賠 法 3 条 の 場 合 、
被 保 険 者 が 但 書 の 無 責 3 条 件 、 と り わ け 「 運 行 に 関 し 注 意 を 怠 ら な か っ た こ
と が 立 証 で き な い こ と 」 す な わ ち 、 運 行 上 「 無 過 失 で は な い 」 つ ま り 、 「 過
失 が あ っ た 」 こ と を 立 証 す る 必 要 が あ る よ う に も 考 え ら れ る 。
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一 般 に 、 不 法 行 為 責 任 に お け る 過 失 と は 、 通 説 で は 、 「 結 果 発 生 の 予 見 可
能 性 が あ り な が ら 、 結 果 の 発 生 を 回 避 す る た め に 必 要 と さ れ 措 置 （ 行 為 ） を
講 じ な か っ た こ と 」 と 定 義 さ れ る 鯉 ｡ 一 方 ､ 不 法 行 為 責 任 に お け る 故 意 は 、 「 結
果 発 生 の 認 容 ｣ 6 3 で あ る 。 す な わ ち 、 過 失 と 故 意 は 心 理 状 態 に お い て そ の 認
識 を 相 違 し 、 「 過 失 に よ る 事 故 」 は 「 故 意 で は な い 事 故 ｣ 、 つ ま り 上 述 し た よ
う に 「 偶 然 な 事 故 」 と ほ ぼ 同 義 で は な い か と 理 解 し て よ さ そ う に も 考 え ら れ
る 。
こ の 点 、 他 社 約 款 の 規 定 に は 、 「 偶 然 な 事 故 」 と い う 文 言 を 使 用 し て い な
い が 、 「 過 失 に よ る 事 故 ｣ 、 す な わ ち 「 偶 然 な 事 故 」 を 保 険 金 請 求 権 の 支 払 要
件 の 「 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 担 」 と い う 文 言 に 内 在 し て い る と 解 釈 し て も よ
さ そ う に 考 え ら れ る 。
( i i i ) モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 法 理 に つ い て
最 判 平 成 1 3 年 4 月 2 0 が 、 傷 害 保 険 に お い て 、 偶 然 性 の 立 証 責 任 を 負 わ せ た
法 理 の 一 つ に 、 モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 法 理 が あ る 。 こ れ に 対 し 、 最 判 平 成 1 6 年
1 2 月 1 3 日 以 降 の 損 害 保 険 に 関 す る 最 判 は 、 商 法 の 規 定 の 解 釈 に と ど ま り 、 前
述 し た よ う に 、 こ の モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 法 理 に つ い て 全 く 言 及 が 見 ら れ な
い " 。 し か し 、 車 両 盗 難 に 関 す る 最 一 判 平 成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 で は 、
こ れ ま で の 判 例 の 状 況 ど お り に 、 盗 難 事 故 が 被 保 険 者 の 意 思 に 基 づ か な い も
の で あ る こ と を 主 張 、 立 証 す べ き 責 任 を 負 わ な い と し た が 、 盗 難 の 外 形 的 な
事 実 を 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 程 度 に 主 張 立 証 す る 責 任 を 負 わ せ た 。 こ れ は 、
当 時 、 車 両 偽 装 盗 難 疑 義 事 故 が 多 発 し 、 裁 判 所 に お い て も そ の 対 応 に 苦 心 し
6 2 潮 見 佳 男 「 債 権 各 論 Ⅱ 不 法 行 為 法 第 2 版 」（ 新 世 社 ､ 2 0 1 0 年 )2 7 頁 参 照 。 窪 田 充 見 「 不
法 行 為 法 」 （ 有 斐 閣 、 2 0 0 7 年 ） 4 5 頁 参 照 。
6 3 潮 見 前 掲 注 6 2 参 照 。
6 ‘ 新 井 前 掲 注 3 1． 1 0 5 頁 参 照 。 新 井 は 、 損 害 保 険 一 般 に か か わ る 最 判 は 、 そ の 理 由 付 け と
し て 損 害 保 険 に か か わ る 商 法 の 規 定 の み と し 、 法 解 釈 上 の 積 極 的 な 意 味 （ と く に モ ラ
ル リ ス ク に 関 し て も ） を 認 め て い な い と 指 摘 し て い る 。
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て い た 現 れ で あ り 、 モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 法 理 に 関 す る 積 極 的 な 法 解 釈 を 判 旨
に 記 載 す る こ と は な い も の の 、 そ の 判 断 に 「 合 理 的 な 疑 い を 超 え る 」 と い う
文 言 に 現 れ て い る も の と 考 え ら れ る 。
一 方 、 モ ラ ル リ ス ク の 分 類 か ら み る と 、 最 判 平 成 1 3 年 の 事 案 は 「 人 の 傷 害 」
に つ い て 扱 う 傷 害 保 険 契 約 に 関 す る も の で あ り 、 最 判 平 成 1 6 年 以 降 の 各 最 判
は 「 物 の 損 害 」 を 対 象 に す る 損 害 保 険 で あ る こ と か ら 、 そ の 取 り 扱 い に 差 異
が 生 じ る こ と は 十 分 可 能 な も の で あ る 。
す な わ ち 、 物 の 損 害 の 場 合 に は 、 保 険 会 社 は 保 険 金 を 支 払 う に あ た り 、 そ
の 物 自 体 の 損 傷 後 の 状 態 を 確 認 す る こ と が で き 、 そ こ か ら 得 ら れ る 情 報 に
よ っ て 事 故 の 偶 然 性 に つ い て の 主 た る 判 断 材 料 と す る こ と が 可 能 で あ る 。
し か し 、 傷 害 保 険 で は 被 保 険 者 の 受 傷 後 の 身 体 異 常 に つ い て 、 明 白 な 場 合
と そ う で な い 場 合 が 認 め ら れ る 。 例 え ば 被 保 険 者 が 骨 折 や 脳 内 出 血 な ど の 受
傷 の 場 合 、 レ ン ト ケ ン や M R I 等 の 医 療 検 査 機 器 に よ り 、 他 覚 的 ． 合 理 的 な
医 学 的 所 見 が 認 め ら れ 、 そ れ が 、 被 保 険 者 が 主 張 す る 事 故 と の 整 合 性 に つ い
て 判 断 が 可 能 な 場 合 が あ る 。
一 方 、 そ れ と は 違 い 、 被 保 険 者 の 身 体 の 異 常 、 す な わ ち 、 受 傷 が 被 保 険 者
本 人 の 自 覚 症 状 を 中 心 と す る と い う 場 合 が 多 々 あ り 、 問 題 と な る の は 後 者 の
ケ ー ス で あ る 。 こ の ケ ー ス で は 、 実 際 に 被 保 険 者 が 主 張 す る 事 故 の 原 因 と 被
保 険 者 が 受 傷 し た と す る 身 体 異 常 に つ い て 、 他 覚 的 ・ 合 理 的 な 医 学 的 所 見 が
得 ら れ な い だ け で な く 、 そ も そ も 被 保 険 者 が 主 張 す る 事 故 原 因 と 受 傷 と の 因
果 関 係 に 疑 問 が 生 じ る ケ ー ス も 見 ら れ る 。 こ れ が 物 損 害 と の 大 き な 相 違 点 で
あ る 。
実 際 の 傷 害 保 険 に お け る モ ラ ル リ ス ク は 、 大 半 が 自 覚 症 状 を 中 心 と す る 傷
害 に 対 し 、 通 院 頻 度 の 高 い 医 療 保 険 金 の 請 求 事 案 あ り 、 経 験 則 に よ れ ば 、 被
保 険 者 に よ る 故 意 招 致 事 故 と い う よ り も 、 偶 然 の 事 故 を 奇 禍 と す る 偽 装 傷 害
事 故 が 多 い と 考 え ら れ る 。
車 両 保 険 に お い て 、 車 両 盗 難 事 故 で は 、 盗 難 後 発 見 さ れ る ケ ー ス は 別 と し
て 、 車 両 の 喪 失 と い う 被 保 険 者 自 身 の 訴 え に 基 づ く 保 険 事 故 で は 、 最 一 判 平
日 野 一 成 ： 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 1 8 5
成 1 9 年 4 月 2 3 日 判 時 1 9 7 0 号 が 実 質 的 に モ ラ ル リ ス ク を 排 除 し た よ う に 、 そ の
事 故 の 特 異 性 は 、 傷 害 保 険 の 問 題 に オ ー バ ー ラ ッ プ す る 。
一 方 、 対 人 賠 償 保 険 の 場 合 で あ る が 、 こ れ も 第 三 者 の 身 体 傷 害 を 扱 う も の
で あ り 、 第 三 者 の 事 故 を 奇 禍 と す る 受 傷 疑 義 事 案 は 別 と し て 6 5 、 そ の よ う な
特 異 性 か ら 被 保 険 者 と 第 三 者 の 共 謀 に よ る 故 意 招 致 事 故 が 多 発 し て い る こ と
は 過 去 の 保 険 金 詐 欺 事 例 で も 明 ら か で あ る 。
ま た 、 対 物 賠 償 責 任 保 険 で は 、 対 人 賠 償 保 険 と 同 時 請 求 の 場 合 も さ る こ と
な が ら 、 被 害 車 両 に 潜 在 す る 暇 疵 を 隠 す よ う な 損 傷 を 与 え る な ど し て 、 加 害
車 両 に も 車 両 保 険 を 付 保 し て そ の 過 分 な 経 済 的 利 益 の 取 得 や 相 手 車 両 に 損 害
を 与 え る こ と で 、 そ こ か ら 派 生 す る 間 接 損 害 や 直 接 損 害 に お け る 保 険 修 理 費
と 簡 易 修 理 の 価 格 差 に よ る 経 済 的 利 益 の 取 得 を 目 論 み 、 第 三 者 を 巻 き 込 ん だ
大 掛 か り な 保 険 金 不 正 請 求 に 発 展 し や す い と い う 問 題 を 孕 ん で い る 。
こ れ ら の 特 性 は 、 傷 害 保 険 を 凌 ぐ ほ ど に 、 保 険 者 側 に 被 保 険 者 の 不 正 請 求
を 阻 止 す る こ と に 困 難 性 が 認 め ら れ る こ と か ら 、 他 の 損 害 保 険 で あ る 物 保 険
と は 、 同 一 線 上 で 語 ら れ る べ き も の で は な い こ と を 指 摘 し て お き た い 。
( i v ) ま と め
上 記 よ り 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 事 故 の 「 偶 然 性 」 の 立 証 責 任
に つ い て は 、 「 被 保 険 者 が 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 負 担 」 す る こ と が 保 険 金 請 求
権 の 成 立 要 件 で あ る 以 上 、 そ こ で は 、 「 過 失 に よ る 事 故 」 の 立 証 責 任 を 被 保
険 者 が 負 い 、 そ う で あ れ ば 、 そ こ に 内 在 す る 「 偶 然 性 」 が 問 題 と な る 。 東 京
海 上 日 動 約 款 は 、 そ の こ と を 明 示 し た も の と 考 え ら れ 、 「 偶 然 な 事 故 」 の 規
定 が 「 一 定 の 偶 然 の 事 故 」 を 例 示 し た と 考 え る こ と は 不 合 理 で あ り 、 「 対 人 ・
対 物 賠 償 責 任 保 険 の 事 故 の 偶 然 性 の 立 証 責 任 は 被 保 険 者 が 負 う 」 と 考 え る の
“ 拙 稿 「 ( 超 低 速 度 衝 突 ） む ち 打 ち 損 傷 受 傷 疑 義 事 案 に 対 す る 一 考 察 一 工 学 的 知 見 に 対
す る 再 評 価 と し て － 」 損 害 保 険 研 究 第 7 9 巻 第 1 号 1 5 9 頁 参 照 。
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が 合 理 的 な 約 款 の 読 み 方 で は な い か と 考 え ら れ る " 。
“ 本 稿 で の 命 題 を 考 察 す る に あ た り 、 伝 統 的 に 故 愈 招 致 ﾘ 故 が 多 発 す る レ ン タ カ ー 事 故
の 故 意 招 致 事 案 に 関 す る 裁 判 例 を 検 討 し た 。 ( 1 ) 東 京 地 判 平 成 2 2 年 6 月 2 4 日 自 保 ジ 1 8 3 1
号 、 ( 2 ) 東 京 地 判 平 成 1 9 年 l) 1 1 7 I I 交 民 染 4 0 巻 l - t l ･ 6 9 頁 、( 3 ) 大 阪 商 判 平 成 2 5 年 1 0 月 3
H 自 保 ジ 1 9 1 4 号 で あ る 。
( 1 ) は 、 レ ン タ カ ー に よ る 被 追 突 ﾘ ﾘ 故 で 海 I I ! に 転 落 し 受 1 〃 し た と す る 1 F 案 。 そ の 争 点 は
次 の 通 り で あ っ た 。 ① 本 件 邪 故 は 偶 然 の ﾘ 故 か 、 原 告 及 び 丁 の 故 意 に よ る も の か 、 ②
原 告 の 受 傷 内 容 、 後 過 陳 審 の 右 蝿 ・ 秘 腱 、 ③ 本 件 ﾘ 故 に よ る 原 告 の 損 害 額 、 ④ 原 告 に
支 払 わ れ る べ き 搭 乗 哲 傷 害 保 険 、 〕 | ( 両 保 険 の 金 徹 、 ⑤ 被 告 乙 保 険 会 社 が 保 険 金 支 払 を
拒 絶 し た の は 不 法 行 為 か 。 裁 判 所 は 、 争 点 ① に つ き 、 本 | : を 「 原 告 及 び 丁 の 故 意 に よ
る 」 断 じ て 、 ② な い し ⑤ に つ い て は 、 「 判 断 す る ま で も な い 」 と し た 。 本 件 の 鎧 大 の 問
題 点 は 、 原 告 及 び 丁 の 邪 故 及 び そ の 前 後 の 箇 勤 が 何 亜 に も 不 自 然 性 が 高 く 、 本 件 事 故
が 偶 然 に 起 き る と 考 え る の は 困 難 で あ る こ と か ら 、 裁 判 所 は 当 事 者 の 故 意 招 致 と の 断
定 に 至 っ て い る 。 こ れ は 、 保 険 約 款 上 の 故 意 免 寅 に 抵 触 す る レ ベ ル に 裁 判 官 が 心 証 を
得 た 、 と い う こ と で あ る 。 つ ま I ) 、 原 告 は 被 告 乙 保 険 会 社 の 車 両 保 険 、 搭 乗 者 傷 害 保 険 、
人 身 傷 害 保 険 の 被 保 険 荷 で あ I ) 、 . 1 ･ は 被 告 恥 （ レ ン タ カ ー ） の 保 険 付 保 先 も 被 告 乙 保
険 会 社 で あ っ た こ と か ら 、 対 人 賠 償 保 険 及 び 対 物 賠 償 保 険 の 被 保 険 者 で あ る こ と か ら 、
そ れ ら の 全 て 保 険 を 故 意 免 寅 と 判 断 し た 。
（ 2 ) は 、 レ ン タ カ ー に よ る 將 通 i r 物 l l i に 対 す る 追 突 ﾘ ＃ 案 。 加 害 者 で あ る 被 告 Y は 、 本 件
事 故 の 貨 任 に つ い て 争 わ な い た め 、 原 ; i f の 札 峨 賂 俄 諭 求 額 の う ち 、2 9 6 万 4 5 9 6 円 を 被 告
Y に 支 払 を 命 じ 、 被 告 レ ン タ カ ー 会 社 に 対 す る 諭 求 を 棄 却 し て い る 。 そ の 理 由 と し て 、
本 件 事 故 発 生 に つ い て は 、 瀞 " 傭 を 総 合 し て 原 告 に 本 件 馴 故 発 生 の 承 諾 が あ っ た と し
て 、 不 法 行 為 の 成 立 要 件 と し て の 「 述 法 性 」 が 阻 却 、 被 告 Y の 不 法 行 為 責 任 を 否 定 し 、
被 告 レ ン タ カ ー 会 社 の 自 賠 法 3 条 の 黄 任 を 否 定 し て い る と い う こ と に な る と 考 え ら れ
る 。 す な わ ち 、 本 件 は 、 原 告 と 被 杵 Y が 共 謀 し て 故 愈 招 致 事 故 を 発 生 し た こ と を 認 定
し た も の と 考 え ら れ る 。 こ れ は 、 そ も そ も 故 意 招 致 と ま で は い わ な い ま で も 、 こ の よ
う な 場 合 に 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 i ' f 任 保 険 の 支 払 要 件 （ 法 律 上 の 賠 償 責 任 を 被 保 険 者 が 負 担 ）
に 該 当 し な い こ と か ら 、 同 保 険 は 無 澁 と い う こ と に な る 。 す な わ ち 、 被 告 Y は 自 ら の
責 任 に つ い て 争 わ ず 、 判 決 に よ り 賠 俄 f i 任 を 負 担 し て い る も の の 、 判 旨 よ り 保 険 金 請
求 権 が 発 生 し な い と 考 え ら れ る こ と か ら 、 当 J " 者 の 故 意 招 致 と い う 断 定 ま で に は 至 ら
な い も の の 、 本 件 は 被 審 者 の 本 件 ﾘ 故 発 生 の 承 諾 に よ る 違 法 性 の 阻 却 と い う 観 点 か ら 、
加 害 者 Y の 過 失 の 不 存 在 を 認 定 し 、 所 訓 モ ラ ル リ ス ク を 排 除 し た も の と し て 注 目 さ れ
る 。
（ 3 ) は 、 登 録 1 3 年 の 外 叩 に 対 す る レ ン タ カ ー( 2 ト ン ト ラ ッ ク ） に よ る 追 突 事 案 。 原 告
が 一 審 に 続 い て 控 訴 群 に お い て も 、 加 害 巷 と 愈 思 を 通 じ て 故 意 に 本 件 事 故 を 発 生 さ せ
た 疑 い が 濃 厚 で あ る と の 判 断 が な さ れ て い る 。 本 件 は 、 レ ン タ カ ー を 利 用 し た 物 損 偽
装 事 故 の 典 型 例 で あ I ) 、 裁 判 所 の 判 断 は 妥 当 と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 ① レ ン タ ー の
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ま た 、 と り わ け 、 第 三 者 を 巻 き 込 む 、 人 身 損 害 に 係 る 対 人 賠 償 責 任 保 険 の
実 務 で は 、 傷 害 保 険 以 上 に モ ラ ル リ ス ク の 排 除 の 困 難 性 を 伴 う も の で あ り 、
そ の 解 釈 に は モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 法 理 が 積 極 的 に 適 用 さ れ る べ き で あ る 。
4 ． お わ り に
対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 実 務 に お い て 、 最 も 顕 著 な 問 題 の 一 つ は 、 対 人 賠
償 事 案 に お け る 所 謂 、 む ち う ち 損 傷 受 傷 疑 義 事 案 で あ り 6 7 、 そ の 問 題 は 、 故
意 招 致 に よ る 偽 装 事 故 と も 大 き く 係 る 問 題 で あ る 。 こ れ ら の 不 正 請 求 事 案
は 、 自 賠 責 保 険 を は じ め と す る 保 険 制 度 自 体 を 揺 る が し か ね な い も の で あ
り 、 真 に 被 害 者 保 護 ・ 救 済 を 図 る 為 に も 、 そ の 排 除 を 通 じ た 適 正 な 対 応 は 極
め て 重 要 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。
本 稿 は 、 対 人 ・ 対 物 賠 償 責 任 保 険 に お け る 偶 然 性 の 立 証 責 任 に つ い て 、 さ
さ や か な 考 察 を し た に す ぎ な い が 、 モ ラ ル リ ス ク 排 除 の 対 策 と し て 安 易 に そ
れ に 頼 る と い う こ と で は な く 、 保 険 会 社 の 対 応 と し て の 王 道 は 、 故 意 招 致 の
地 道 な 立 証 活 動 で あ る こ と は い う ま で も な い 侭 。 す な わ ち 、 調 査 段 階 で 被 保
借 受 状 況 や 1 F 故 状 況 に 不 審 点 、 ② 当 事 者 が 第 三 者 を 介 し て 知 人 関 係 。 当 り 堵 が そ の 事
実 を 認 め て い な い 、 ③ 被 害 車 両 が 低 年 式 の 外 国 自 動 車 で そ の 取 得 の 裏 づ け が 不 - I - 分 で
あ I ) 、 原 告 の 弟 勤 務 の 工 場 に よ っ て 事 故 の た め に 用 意 さ れ た 疑 い が あ る こ と 、 ④ 事 故
に よ っ て 、 多 額 の 経 済 的 利 得 が 生 じ る 可 能 性 が 高 い こ と 、 ⑤ 事 故 前 に も 小 故 歴 や 保 険
金 請 求 歴 が あ る こ と 、 ⑥ 事 故 後 も 不 審 事 故 を 起 こ し て い る 等 、 本 件 ﾘ 故 が 偽 装 事 故 を
強 く 疑 わ せ る 状 況 か ら 、 保 険 免 責 の 判 断 を 行 っ て い る 。 こ の 判 断 は 、 「 当 り i 者 が 意 思 を
通 じ て 故 意 に 本 件 耶 故 を 発 生 さ せ た 疑 い が 濃 厚 で あ る か ら 、 加 需 者 の 被 害 者 に 対 す る
民 法 7 0 9 条 に 韮 づ く 過 失 寅 任 は 発 生 し な い 」 と の 論 理 構 成 で あ り 、「 被 保 険 者 の 過 失 に
よ る 扱 害 賠 俄 i ' f 任 の 負 担 」 と い う 対 物 賠 償 保 険 の 成 立 要 件 に 該 当 し な い と の 判 断 に よ
る も の と 考 え ら れ る 。 本 訴 訟 に お い て も 、 故 意 招 致 の 疑 い を 前 提 に 、 「 被 保 険 者 の 過 失 」
に 焦 点 を あ て 、 「 過 失 も な い 」 と の 判 断 を お こ な っ た も の と 考 え ら れ る 。 こ の 問 題 は 、
加 害 者 が 被 害 者 と 和 解 契 約 を 結 び 、 そ の 賠 償 額 を 被 害 者 が 保 険 会 社 に r [ 接 請 求 し て き
た 際 の 問 題 で あ I ) 、 実 際 に は 稀 有 な 状 況 と 考 え ら れ る 。
拙 稿 前 掲 注 6 5 .1 5 9 参 照 。
西 嶋 前 掲 注 l ･ 3 頁 脚 注 参 照 。 西 嶋 は 、 大 阪 民 事 実 務 研 究 会 「 保 険 金 謝 求 訴 訟 」 判 タ
1 1 6 1 号 の 全 文 1 6 2 頁 の 全 編 に 流 れ る ス タ ン ス と し て 、 不 正 請 求 事 案 に お け る 保 険 者 の 不
適 切 な 主 張 立 証 活 動 に 対 す る 裁 判 所 の 苛 立 ち と 裁 判 所 の 審 理 の ス ピ ー ド ア ッ プ の 工 夫
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険 者 や 被 害 者 か ら 十 分 な 調 査 協 力 を 得 ら れ な い と い う こ と も あ り 、 そ の 場 合
に は 、 調 査 協 力 義 務 違 反 及 び そ れ に よ る 損 害 の 立 証 を 通 じ て 適 切 な 対 応 す る
等 の 対 策 も 考 え う る が 、 あ く ま で 、 故 意 招 致 事 故 の 立 証 に 謙 虚 に 向 き 合 う こ
と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 保 険 会 社 の モ ラ ル リ ス ク 対 策 は 保 険 制 度 の 健 全 性 を
維 持 し 、 善 良 な 保 険 契 約 者 を 保 護 す る た め の 社 会 使 命 で あ る こ と は 論 を 待 た
な い 。
( 筆 者 は 、 鹿 児 島 国 際 大 学 経 済 学 部 准 教 授 ）
の あ り 方 に 置 か れ て い る と 指 摘 す る 。 す な わ ち 、 保 険 者 が 支 払 を 拒 絶 し た た め に 裁 判
に な っ て い る 以 上 、 拒 絶 理 由 を 裏 付 け る 証 拠 を 当 然 確 保 し て い る は ず だ か ら 、 事 件 の
全 体 像 と 争 点 を 把 握 す る た め 、 保 険 者 に 対 し 、 で き る だ け 早 期 に 実 質 的 な 認 否 、 主 張 、
立 証 を 促 し 、 時 期 に 遅 れ て 提 出 さ れ た 証 拠 を 著 し く 却 下 す る と い う 強 い 姿 勢 が 示 さ れ
て い る と す る 。 こ れ に 対 し 、 保 険 者 側 は 調 査 嘱 託 、 文 書 送 付 嘱 託 に 時 間 が か か る の で 、
裁 判 所 の 要 求 ど お り に 手 続 き の ス ピ ー ド が あ げ が た い こ と 、 真 の 弾 劾 証 拠 は 原 告 の 不
用 意 な 供 述 を 待 っ て 、 そ の 供 述 を く つ が え す タ イ ミ ン グ が 必 要 な た め 、 戦 術 上 そ の 提
出 が 遅 れ 易 い が 、 そ れ は 訴 訟 技 術 と し て 許 容 さ れ る べ き だ と 主 張 す る の で 、 両 者 の 折
り 合 い は 困 難 で あ る 点 を 指 摘 し て い る 。
